
一
 
は
じ
め
に
 

出
雲
大
社
の
宮
司
 職
 な
り
と
 

て
 論
じ
ら
れ
る
。
天
皇
の
御
 即
 

の
 継
承
を
中
心
と
す
る
 践
杵
の
 

官
祭
の
三
者
で
構
成
さ
れ
て
お
 

１
 0
 大
寺
院
で
宗
教
的
儀
式
の
 

い
 と
言
わ
れ
る
が
、
わ
が
国
に
 

儀
礼
な
の
で
あ
る
。
 

こ
の
祭
は
秋
十
一
月
、
簡
素
 

 
 

事
は
、
し
ば
し
ば
皇
室
の
践
 杵
 大
嘗
祭
と
比
較
し
 

 
 

ゆ
期
 頃
か
ら
は
三
つ
の
行
事
、
す
な
わ
ち
神
器
 

 
 

位
礼
と
 、
新
帝
の
最
初
の
収
穫
 余
 で
あ
る
 践
 作
人
 

 
 

英
国
で
は
国
王
の
就
任
に
当
り
 、
カ
ソ
 タ
ベ
リ
 

 
 

い
と
、
新
し
い
国
王
が
即
位
し
た
こ
と
に
な
ら
な
 

 
 

祭
が
、
 新
し
い
天
皇
の
誕
生
に
必
須
な
宗
教
的
 

 
 

神
を
は
じ
め
大
地
の
神
々
を
招
き
、
一
晩
に
 宵
と
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公
開
講
演
 

出
雲
 国
 
造
の
火
継
ぎ
神
事
 

｜
 その
展
開
と
変
容
 ｜
 

平
井
直
属
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
々
の
霊
威
や
生
命
力
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

器
を
継
承
し
、
一
定
 

 
 

 
 

位
を
継
が
れ
る
。
こ
の
 

 
 

 
 

と
斎
 戒
 と
 謹
慎
の
期
間
 
 
 

 
 

げ
て
お
ら
れ
る
、
と
も
 

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

。
申
す
ま
で
も
な
く
 

 
 

 
 

 
 

代
々
出
雲
底
で
あ
っ
 

 
 

 
 

く
か
ら
松
江
の
南
 郊
 

 
 

 
 

南
方
約
二
星
に
あ
る
）
 

 
 

 
 

住
 す
る
に
至
っ
た
も
の
 

 
 

 
 

六
四
五
年
）
以
前
の
国
 

 
 

 
 

世
襲
の
古
代
的
地
方
支
 (482) 

 
 

っ
げ
ぷ
み
 

 
 

 
 

る
 直
会
（
神
々
と
の
会
 

 
 



出雲国造の火継ぎ 神事 

 
 

 
 

ね
ば
な
ら
な
い
。
 
こ
 

 
 

造
 の
本
拠
地
で
、
附
近
に
は
多
く
の
古
墳
 群
 が
あ
り
、
 
出
雲
の
国
府
に
も
 近
 

 
 

 
 

ヒ
 に
も
見
え
ず
、
確
実
 

 
 

 
 

ら
く
は
国
造
の
杵
築
 移
 

 
 

 
 

推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
 

 
 
 
 

 
 

 
 

め
の
社
領
を
保
有
し
続
は
 

 
 

 
 

神
主
 秋
 上
 氏
は
 
一
族
の
別
火
と
共
に
両
国
造
に
仕
え
、
 
社
殿
の
掃
除
か
ら
風
倒
 

配
 者
で
あ
っ
た
が
、
さ
よ
う
な
 

ぬ
 方
的
な
神
祇
官
と
も
い
 う
べ
 

許
さ
れ
て
平
安
初
期
の
延
暦
 十
 

て
い
た
。
出
雲
国
造
は
や
が
て
 

さ
れ
る
が
、
相
変
ら
ず
国
造
の
 

出
雲
国
造
は
そ
の
後
、
後
 付
 

ね
 、
両
家
と
も
国
造
と
称
す
る
 

方
 、
偶
数
月
は
北
島
方
が
出
雲
 

っ
 の
神
社
た
る
熊
野
神
社
は
 、
 

や
 衰
微
し
て
、
国
造
の
緩
い
 す
 

熊
野
氏
が
代
々
社
務
を
執
行
し
 国

造
は
大
化
改
新
に
 ょ
 

き
 役
割
を
持
ち
続
け
、
 

七
年
（
七
九
八
）
ま
で
 

杵
築
に
移
住
す
る
。
 
そ
 

称
号
を
保
持
し
て
現
在
 

上
天
皇
の
興
国
四
年
（
 

こ
と
に
な
っ
た
。
両
家
 

大
社
の
神
事
を
主
宰
す
 

国
造
の
杵
築
移
住
後
、
 

配
を
受
げ
な
が
ら
司
祭
 

て
 幕
末
に
至
る
の
で
あ
 

 
 

ゆ
る
律
令
国
造
と
し
て
、
 

 
 

神
々
を
祭
り
、
ま
た
特
に
 

お
 う
 

 
 

げ
る
政
治
的
権
力
を
保
っ
 

 
 

年
 以
後
の
こ
と
と
推
察
 

一
に
至
っ
て
い
る
。
 

 
 

・
北
島
の
二
門
に
分
 

 
 

筆
 し
て
、
奇
数
月
は
千
家
 

 
 

直
接
奉
仕
し
た
い
ま
 一
 

 
 

り
 、
平
安
末
期
以
後
は
や
 

 
 

当
 し
た
一
種
の
神
職
）
の
 

る
 。
 



 
 

 
 

昨
 大
嘗
祭
と
同
様
、
 

 
 

 
 

聖
火
で
調
理
さ
れ
た
 御
 

 
 

 
 

分
ち
与
え
ら
れ
、
聖
職
 

 
 

 
 

ぅ
 べ
き
毎
年
の
新
嘗
の
 

 
 

 
 

い
る
 l
 を
通
じ
て
、
 年
 

ご
と
に
更
新
が
計
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

書
 で
確
認
さ
れ
る
の
 

 
 

 
 

、
杵
築
の
国
造
 邸
 が
失
 

 
 

 
 

立
入
り
を
許
さ
な
い
 秘
 

 
 

 
 

世
 初
頭
に
か
け
て
の
 関
 

 
 

 
 

を
記
し
た
古
 
い
 史
料
 

 
 

 
 

神
水
一
、
未
 レ
混
 二
流
俗
 一
 
」
 

 
 

 
 

庁
 に
上
申
さ
れ
た
解
状
 

 
 

 
 

蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
 

二
火
継
き
神
事
の
史
料
と
展
開
 

 
 

た
の
で
あ
る
。
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出雲国造の火継ぎ 神事 

 
 

 
 

北
島
貫
華
中
秋
」
で
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
 葬
儀
に
参
列
す
る
こ
 

 
 

し
て
神
火
神
水
の
継
承
を
す
る
時
、
国
庁
の
案
主
（
 

書
 
記
 ）
・
税
所
（
税
務
官
）
 

 
 

 
 

め
る
神
職
で
あ
る
、
 

 
 

 
 

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

不
生
不
滅
 

"
 で
あ
る
 

 
 

 
 

し
な
が
ら
神
事
の
詳
細
 

 
 

 
 

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
 

 
 

 
 

六
月
十
二
日
の
条
 

、
 

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
の
黒
沢
長
岡
 

著
一
 
。
雲
腸
詰
」
 

 
 

話
伽
に
載
っ
た
神
魂
 

神
 

 
 

 
 

取
の
出
雲
大
社
特
殊
 

神
 

 
 

「
火
継
ぎ
神
事
の
研
究
序
説
」
（
「
神
道
思
想
史
研
究
 

ヒ
 所
収
）
に
譲
り
た
い
。
 

 
 

 
 

北
島
の
両
国
造
家
所
 

 
 

 
 

出
雲
国
造
宋
文
書
し
も
 

 
 

 
 

0
 元
上
官
平
岡
家
、
北
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第
一
日
 

A
 
 神
火
相
続
 

 
 

、
神
前
に
拝
礼
 

 
 

 
 

（
米
は
大
社
の
 

神
田
、
水
は
付
近
の
神
祭
 
備
 山
の
真
名
井
の
滝
か
ら
）
 

 
 

に
 祈
誓
 

 
 

飯
 に
す
る
）
 
奉
莫
 

C
 
 祝
詞
（
口
伝
の
黙
祷
形
式
）
奏
上
 

 
 

成
就
を
報
告
）
 

円
 
第
一
図
  

れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

い
る
。
こ
れ
を
表
示
す
 

 
 

 
 

っ
て
、
い
ず
れ
も
一
子
 

 
 

 
 

孝
昌
 筆
 「
国
造
殿
御
ル
ハ
 

 
 

 
 

文
書
の
中
世
末
期
や
 

 
 

 
 

録
さ
れ
、
利
用
が
可
能
 

と
な
っ
た
。
 

 
 

 
 

家
柄
で
、
子
孫
の
た
め
 

 
 

 
 

 
 

む
い
た
だ
き
、
格
別
の
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
蔵
文
書
で
あ
る
。
 
こ
 



出雲国造の火継ぎ 神事 

 
 

上
 

 
 

寿
 祈
願
の
意
か
）
 

D
 
 一
夜
酒
（
前
日
の
御
飯
の
一
部
で
作
る
）
頂
戴
 

E
 
 百
番
の
榊
 舞
 
（
榊
の
小
枝
を
両
手
に
拝
舞
）
 

F
 
 参
籠
（
文
禄
二
年
か
ら
北
島
 方
は
 、
こ
の
こ
ろ
連
歌
）
 

G
 
 神
事
の
相
撲
 

時
雨
三
日
 

 
 

B
 
 参
籠
 

第
四
日
 

A
 
 暇
乞
い
の
参
拝
（
早
朝
）
 

 
 

所
に
残
す
 

C
 
 杵
築
に
移
動
 

D
 
 ①
大
社
舞
殿
（
神
楽
殿
）
で
神
拝
１
千
家
方
 

②
大
社
本
殿
で
 莫
供
 
・
神
拝
 
｜
 北
島
 方
 

E
 
 長
庁
 
（
庁
の
舎
）
で
参
籠
 

第
五
・
六
日
 

A
 
 終
日
参
籠
 

第
七
日
 

A
 
 ①
早
朝
、
本
殿
で
 
尊
供
 
・
神
拝
１
千
家
方
 

②
早
朝
、
本
殿
で
参
拝
 ｜
 北
島
 方
 

第
二
日
  

 

 
 

ぬ
重
な
献
供
 ）
 奉
莫
 

 
 

熊
野
神
社
か
ら
 
A
 に
前
後
し
て
新
火
切
り
を
一
組
持
参
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B
 
 土
居
（
国
造
 
邸
 ）
で
祝
宴
 

 
 

 
 

え
て
出
発
す
る
。
 一
 

 
 

 
 

る
と
、
石
段
下
の
手
水
 

 
 

 
 

 
 

で
は
 伊
非
諾
 ・
伊
井
 再
 

 
 

 
 

ハ
上
ハ
 

0
 ）
の
仕
草
白
滝
 

 
 

 
 

神
々
が
、
祭
儀
の
対
象
 

 
 

 
 

社
殿
に
入
り
、
本
殿
の
 

 
 

 
 

も
の
で
あ
り
、
神
聖
な
 

 
 

 
 

邸
 の
お
大
所
（
聖
火
を
 

 
 

 
 

の
お
人
前
者
し
か
入
れ
 

 
 

 
 

、
神
魂
の
本
殿
が
国
造
 

 
 

を
 示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

と
 、
神
魂
神
社
の
別
 

 
 

 
 

の
神
田
か
ら
、
水
は
近
 

 
 

 
 

用
意
さ
れ
た
御
飯
を
 、
 

 
 

 
 

だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
 

 
 

 
 

は
な
い
が
、
こ
れ
も
 一
 

 
 

 
 

聖
な
 司
祭
者
に
な
る
。
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出雲国造の火継ぎ 神事  
 

 
 

で
あ
る
。
続
い
て
新
国
 

 
 

 
 

の
 容
器
に
移
さ
れ
、
 
翌
 

日
の
神
事
用
の
一
夜
酒
が
作
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

か
ら
杵
築
へ
の
移
動
 

 
 

 
 

る
 。
終
っ
て
参
籠
所
に
 

 
 

 
 

糎
 の
 檜
板
 と
八
十
 糎
は
 

 
 

 
 

の
も
の
な
の
で
あ
る
 

 
 

 
 

に
は
、
榊
で
囲
っ
た
 臨
 

 
 

 
 

大
 で
用
意
さ
れ
た
食
物
 

 
 

り
は
必
ず
一
定
の
場
所
に
埋
 細
 さ
れ
た
。
 

も
ろ
 

 
 

 
 

雲
 大
社
に
お
け
る
 最
 

 
 

 
 

使
わ
れ
た
筈
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

新
 が
必
要
だ
っ
た
か
ら
 

 
 

 
 

の
 土
器
に
入
れ
ら
れ
た
 

 
 

 
 

は
 元
日
又
は
六
月
一
日
 

 
 

 
 

が
、
 別
に
生
後
百
日
前
 

 
 

 
 

人
格
が
 、
 神
の
奉
仕
者
 

 
 

 
 

の
 一
部
で
醸
し
た
 酒
 

  (489.   



 
 

 
 

と
も
）
が
あ
る
。
神
楽
 

 
 

 
 

廻
し
て
拝
礼
す
る
こ
と
 

 
 

 
 

邸
 で
行
わ
れ
る
行
事
だ
 

 
 

戻
る
。
午
後
に
は
神
事
の
相
撲
が
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

に
は
未
明
に
暇
乞
い
 

 
 

 
 

。
こ
れ
を
使
い
次
の
新
 

 
 

 
 

を
 立
て
、
正
式
の
国
造
 

 
 

 
 

す
な
わ
ち
千
家
方
は
出
 

 
 

 
 

の
 御
供
を
献
げ
て
誓
 い
 

 
 

到
着
後
直
ち
に
潔
斎
し
て
本
殿
に
同
様
の
莫
 供
 を
し
、
 参
拝
す
る
。
あ
と
は
 参
 

 
 

 
 

標
準
的
な
火
継
ぎ
神
事
 

 
 

 
 

以
来
、
精
進
料
理
し
か
 

 
 

 
 

あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

の
神
仏
分
離
は
寛
文
 

 
 

 
 

め
の
儀
を
し
て
埋
葬
 ｜
 

 
 

 
 

外
は
原
則
と
し
て
許
さ
 

 
 

 
 

所
に
用
意
さ
れ
て
 ぃ
 

 
 

 
 

れ
る
。
新
国
造
は
こ
れ
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出雲国造の火継ぎ 神事 

    
能因 由 年 
野道 雲 （   
か ヒ八 

ら火 上 八 ） 
切 
  

鐙 
ソ Ⅰ し 

炊 
飯   
コ ・ B   
o@ c   
Ⅰ D   
ゴ E   
ハ ） F   
ゴ H   
ハ ・ / I   
J 

口 話 三 わ 世 の の 

  

七 面 』 限 。 確 邸 な の 
投 象 月 り 恐 か で 関 新 

  

山 の 家 令 年 に れ っ 
霊 方 国 の 々 そ る 国 
秘 武 道 最 の の 両 造 
抄 ・ 家 も 恒 石 国 の 
目 順 口 重 側 が 造 神 
に 序 詞 要 打 出 の 事 

  
、 所 草 鎌 十 す が 

中 が 自 す 大 な あ 
世 な @ る せ わ る 

  出 必要の元 ち出 。 組 後 
す 次 
で 掲 雲 禄元 大 が感 半の 雪大 

ほ の 年 じ こ 社 社 
（ ら と の の 

第二 概ね 一 れ で 斬 新 
こ 図 
の や七よ 二 

通     
り 近 ） た そ つ は 

だ - 世   著 の の た も 

  F 計 l Ⅰ 

ナ， Ⅰ   

と 後 
「が 重、 実 態 こ杵 。 と 
出 そ は の 築 

い 期 雲 の 大 神 で 
秘 原 紙 事 は   砂 田 ぎ も 行 

げ ヒ の 神 占 わ 

る新 

七 一 事 く れ 
と っ ょ か ず 

せ色目 " か り ら " 
ム % 万 と な の 大 
の 治 思 お も 庭 

 
 

 
 

噌
 ・
醤
油
な
ど
）
や
緒
 

 
 

 
 

調
 さ
れ
、
便
所
も
造
り
 

か
え
ら
れ
て
、
新
国
造
の
帰
館
を
待
っ
の
で
あ
る
。
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出雲国造の火継ぎ 神事 

北
島
国
造
 方
 

 
 

-
 
記
 

：
Ⅰ
 

」
 

H
 
 寛
政
五
年
（
 一
セ
 
九
三
）
「
大
庭
新
嘗
会
日
記
」
 

1
 
 慶
応
二
年
（
一
八
六
上
 
ハ
 
）
「
大
庭
 御
 新
嘗
会
日
記
」
 

J
 
 明
治
二
年
（
一
八
二
八
九
）
「
ガ
ガ
 

ガ
ガ
 」
 

 
 

 
 

ら
 先
番
・
沈
香
の
 順
 

 
 

 
 

の
 別
邸
に
入
る
。
卯
の
 

 
 

 
 

社
の
神
人
（
 亀
 大
夫
）
が
 

 
 

 
 

火
 を
す
る
が
、
国
造
・
 

 
 

 
 

な
い
。
こ
の
あ
と
、
 
火
 

 
 

 
 

造
 別
邸
の
神
事
に
 、
国
 

 
 

 
 

は
 、
火
継
ぎ
神
事
の
第
 

 
 

 
 

に
 伺
っ
て
祝
詞
を
唱
 ，
え
 

 
 

 
 

で
は
当
時
三
月
余
（
 現
 

 
 

 
 

榊
舞
 が
あ
る
。
火
継
ぎ
 

 
 

 
 

し
て
お
い
た
一
組
の
火
 

 
 

麹
を
入
れ
て
造
っ
た
。
 

 
 

 
 

る
 。
神
が
乗
っ
て
 降
 

 
 

 
 

、
そ
の
俵
に
は
神
々
の
 
13 (493) 



 
 

 
 

、
火
継
ぎ
神
事
も
神
 

四 

火 
迷 千 

ぎ 
中キ 

事 
の 
変 
容 

と 

研 
究 
土 
， 長 、 

義 

に 築 双 た で こ 火 る に 姿 拙 家 

発 " に方所。 核 で 嘗こべ 食ろタ切 " 募 り 作き 。 続 とと徴 同一で 
場 住 練 金 の る 前 か 仮 法 も じ 夜 あ 
が す 返 の 饗 こ 夜 ら に は ぅ も 溜 る 

二 る さ こ 宴 と か は 国 人 一 の 入 御 

  
儀 太 ら 複 国 き た 新 嘗 の の 時 を ら れて ネ元力 庭のしの ょ 、 合的 造の たそ 神職 賞金 金側 はじ 歯 固 代の っ げ 

  

  
行 て 疑 わ っ 芋 飯 （ 稲 き 久 
わ い 間 れ 途 ・ の て を 頂 北 荷 釜 は 
ね た を わ 中 小 袖 次 揮 敷 島 に の   

  
っ が こ と 

た 、 れ 
  

忠宏 わ 中 っ きの日子新付 造の茄。 て でが舞はなに あ " が " し向 

は 。 神 唱 祝   
神 み 榊 る 瓢 ん が   

お 国 と が 唱 て暁 魂が るな 舞 な のが など だの     で 新 描 度 終 蕃 ネ が の申 新嘗 行事 あっ はじ 国造 炊嘗か逝 か 、 れる って 

れ す て 。 担 込ん 会は社とが た めて 0 こ ま て な い こ い 
し も 下中 味 の で 
て と 魂 わ 朝 く 

展 田 紳 ぅ か る 
， 」 ら   社と す 聞 雪国 と 、 日 

ろ う こ童 男Ⅱ が そ の 
と が 邸 で れ 出 
共 杵 の き ま の 

い わ る の 棒 
る ち 。 釜 の 御 別 を 前 
そ 飯 邸 巡 後 
の 頂 で る に 
あ 戴 は 別 稲 

ととこ 、 なれの 火穂 三 
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（
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国
造
殿
御
火
継
記
録
」
平
岡
蔵
人
 

孝
 日
日
 

 
 

C
l
1
 
（
 
千
 ）
「
国
造
健
勝
御
代
 
始
記
 」
（
「
国
造
 

家
 日
記
」
）
 

垂
 Ⅰ
 

 
 

丹
治
 孝
相
 

出
 

（
 
千
 ）
「
出
雲
俊
秀
神
火
相
続
 
之
 次
第
」
（
「
国
造
 

家
 日
記
」
）
 

 
 

の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
、
と
私
は
考
え
る
。
 

 
 

 
 

図
は
 、
 三
 p
 前
期
か
 

 
 

料
 に
よ
っ
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

事
 し

ぎ
 

W
 
n
 第
三
図
 

 
 

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
 

 
 

る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
 

 
 

神
事
は
あ
ま
り
に
も
密
接
に
 

 
 

さ
 約
一
米
の
琴
の
形
を
し
た
 

わ
 ご
ん
 

 
 

現
 以
前
か
ら
の
古
代
楽
器
の
 

 
 

る
 ハ
ズ
三
車
の
つ
い
た
改
良
型
 

 
 

も
両
 神
事
の
起
原
が
中
世
あ
た
 

 
 

出
雲
底
の
古
 い
 氏
神
と
思
わ
 

 
 

の
 関
係
は
次
第
に
疎
遠
に
な
 

 
 

っ
 の
神
事
の
原
型
が
、
国
造
の
 国

造
の
新
嘗
が
、
そ
の
名
称
は
と
も
か
く
と
し
 

、
火
継
ぎ
神
事
も
神
魂
神
社
の
成
立
以
前
か
ら
 存
 

関
わ
り
合
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
関
連
し
て
こ
 

杉
の
箱
で
、
絃
が
無
く
裏
面
に
丸
い
穴
が
あ
る
。
 

形
態
を
伝
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
聖
火
 

で
は
な
く
、
太
古
さ
な
が
ら
の
原
始
的
な
 採
み
錐
 

り
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
。
し
か
 

れ
る
熊
野
神
社
か
ら
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

っ
て
近
世
に
至
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
熊
野
 か
 

熊
野
神
社
に
直
接
奉
仕
し
て
い
た
当
時
か
ら
の
も
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ホ
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千
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啓
之
寛
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出雲国造の火継ぎ 神事     

枚 切か   
① ① 

O     
「） の ）   

ハ /   
つり 0@ 0 （一 ・ し一 ・一 

    
竹刀   

  

    
  
  

    

  

夜 
酒 
  

    可 とわ 

誤   
17 (497) 



  

会長 

神         

ハ ツ   ハ リ （ @    1 ハ し ・（ り   

奥第参第 供四 （ し 日、 洋姉 日     
ハじ （ ・ し ハ ） ハし 

中途 
八一） 正中 O     

ハ ツ   
      

    
  （）   

第 第 
O 四 x  O 三 

    
・ ハ レ ・（ ） 1 Ⅰ リ 、 o ヘ 、 ）   

第 第 
x  0  0 玉 

第 
の ） ・ハ一 ） 一   

      
（ ・し ハ じ   第 戸 

0 五 0 足 日 『 目 

/ @ Ⅰ 

ハ ）     
    

  
ハ ・し ハ じ     

  一 @"-" 一 " 一一一一一一 " 一一 " 一一 " 
第 第 

  O 四 
  

    
第 

0 足 ・① x       ， """ "'" 一 一 " O 
  

第       
  

(498) Ⅰ 8 



出雲国造の火継ぎ 神事 

こ
の
表
の
最
上
段
の
 
A
.
B
 は
 

Q
.
 ㏄
の
千
家
健
勝
（
一
七
二
五
 

期
の
火
継
ぎ
仁
は
、
中
世
 末
 な
 い
 

の
も
の
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
れ
 

一
は
 第
一
日
目
に
熊
野
神
社
か
ら
 

も
 三
枚
ず
っ
受
領
し
て
幕
末
に
至
 

ご
と
く
、
以
前
の
よ
う
に
火
切
り
 

後
の
北
島
 方
の
 、
出
雲
大
社
参
拝
 

拝
 が
あ
っ
た
。
こ
の
方
式
は
惟
 孝
 

 
 

日
午
，
）
 

 
 

当
時
 

 
 

」
と
が
 

 
 

境
に
 

 
 

の
時
に
 

 
 

 
 

 
 

」
と
に
 

 
 

期
 に
は
 

 
 

（
一
八
 の

そ
れ
を
示
し
た
。
こ
れ
を
同
じ
表
の
 

の
も
の
と
比
較
す
る
と
、
十
八
世
紀
前
 

わ
か
る
。
次
に
優
勝
・
直
孝
よ
り
以
後
 

し
て
小
変
化
が
起
き
て
い
る
。
そ
の
 策
 

一
枚
か
ら
三
枚
に
増
え
、
以
後
両
家
と
 

れ
に
関
連
し
て
第
四
日
目
の
 B
 に
見
る
 

な
る
。
変
化
の
第
二
は
、
杵
築
に
帰
着
 

第
四
日
目
に
本
殿
に
昇
り
、
 莫
供
 と
神
 

0
 三
年
）
・
金
華
（
一
八
三
八
年
）
の
 

  

邸土 ② 
） 居 殿 宇 ・殿 宇 

  

        

  ・①。 0  @  x             
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最
終
日
早
朝
に
昇
殿
し
 

 
 

 
 

す
る
判
断
の
結
果
で
あ
 

 
 

 
 

、
享
和
三
年
（
一
八
 0
 

 
 

 
 

し
て
い
た
第
七
十
八
代
 

 
 

 
 

体
の
流
れ
は
、
大
筋
に
 

 
 

 
 

か
が
立
証
さ
れ
る
と
 思
 

わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

括
 さ
せ
て
自
社
の
権
 

 
 

 
 

見
え
な
い
熊
野
側
の
申
 

 
 

 
 

、
俊
秀
の
代
か
ら
火
継
 

 
 

 
 

年
に
御
大
典
を
記
念
し
 

 
 

り
を
受
領
す
る
 祭
 ）
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

通
 し
て
両
国
造
 家
 

 
 

 
 

社
 は
こ
の
祭
儀
執
行
の
 

 
 

 
 

か
し
熊
野
神
社
は
出
雲
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

不
明
だ
が
、
こ
の
年
の
 

新
嘗
の
祭
は
従
前
の
方
式
で
大
庭
で
執
行
さ
れ
た
。
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出雲国造の火継ぎ 神事 

 
 

革
は
 、
出
雲
大
社
に
も
甚
大
な
影
響
を
も
だ
ら
し
た
。
 

こ
の
年
一
月
の
社
寺
 

 
 

 
 

だ
と
さ
れ
る
国
造
・
 
上
 

 
 

 
 

月
 に
は
官
幣
大
社
へ
の
 

 
 

 
 

施
行
さ
れ
た
官
選
神
職
 

 
 

 
 

ぶ
ま
れ
る
状
態
と
な
っ
 

 
 

 
 

も
 在
来
の
大
庭
出
向
と
 

 
 

 
 

 
 

が
 、
 国
吐
辿
職
の
バ
ト
 

ょ
 、
の
り
 

 
 

 
 

は
で
き
な
い
が
、
政
治
 

 
 

 
 

道
交
代
の
報
告
祭
の
み
 

 
 

 
 

様
の
報
告
祭
が
な
さ
れ
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

出
さ
れ
、
許
可
に
な
 

 
 

 
 

口
 に
し
な
い
こ
と
を
 守
 

 
 

 
 

よ
る
上
京
が
重
な
り
、
 

 
 

 
 

諒
 す
る
と
い
っ
た
こ
と
 

 
 

 
 

後
出
雲
国
造
は
神
火
 神
 

 
 

 
 

と
 同
じ
食
事
を
し
て
も
 
21 (501) 



1
 
 庁
の
舎
榊
の
間
か
ら
神
拝
 

1
 
 拝
殿
の
祭
壇
で
宮
司
一
揖
 

1
 
同
上
 

 
 

ず
 

2
 
 同
上
（
黙
祷
を
伴
 う
 ）
 

  
余 年 

- 一 口 一 - 己 

録 

  
「 大 
田上 
雲十 
大三 
牡牛 
特 " 

種神 

事 
取 
調 

ま 三日 

  

  
『 昭 
山相 
雲四 
大土 
壮年 
由改 
緒訂 
階板 
- 一 口 一 - 己   

の す で 官 御 国 が の 差 

  
（ 保 な る ぎ と て 祭 で く 朝 に 行 い 

開存い 治の。   

以 記 次 伝 り 神 に っ 庭 を し ら た   

降 録 掲 新 、 説 教 た に す て ね 。 改 

  

  
出 
壬 

の 成 ん 職 可 新 造 ら 火 し 報 ら 

  上 立 で 員 を 嘗 の 、 所 伝 告 れ 
国 段 に い 一 取 禁 所 は に 統 祭 る 

  ス % は つ る 名 直 に 嘗 じ 入 は の の 
の 、 い 。 を し 奉 は め り こ 祝 で 

明 て 遣 " 仕 " て " れ 詞 あ 

古 " 治 は 
七一 ム 五     

新 年 明 敵 で こ 五 と を 絶 る こ 
嘗 十 泊 供 の と 年 同 し し と の 
祭 一 時 さ 公 な 六 じ て た 、 食 
  月 代 

丈 二十 の せ式く るの " 月朔 の食おで " 訳 時習 勢 ， 貫 
こ 新 大 教 の 火 ほ の 行 

二 科 
日 が の切 とと 嘗祭 庭に 部省 階 に 裳 所 し た ょ、 変化 

午 庁 な の 出 認 、 つ め 。 と 換 
後 の っ 終 向 可 く 事 例 は え 
0 合 た 了 す に こ 用 え い は 
  の 

国 人 
  

追 及   

0 等 に 造 は 開 戦 の 家 の 的 
私 の ょ 0 行 さ 優 大 に 禁 に 
祭 た り 私 か れ に と つ 忌 は 
と め 大 祭 な る 至 聖 い か 五 
し 甚 庭 と い 筈 る 火 て ら 年 
て だ で し こ で ま で 言 離 十 
の 少 

  

祭 の の 杵 ら が て 、 祭 く 両 
の で 次 
第 明 
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・
三
献
 
式
 と
続
い
て
、
最
後
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

2
3
 

出
 

 
 

 
 

ど
変
 
る
こ
と
な
く
踏
襲
 

神事 

      
献 
式 

5
 
 神
拝
し
て
退
下
 

 
 

三
献
 式
 

大
宮
司
の
饗
膳
に
歯
固
め
の
万
 

全
員
の
饗
膳
に
撤
下
の
御
飯
 

三
献
 式
 に
撤
 下
 の
 醐
酒
 

3
 
 百
番
の
舞
 

大
宮
司
・
少
宮
司
・
禰
宜
以
下
 

  
  

釜
の
神
事
 

大
宮
司
以
下
拝
礼
 

禰
宜
拝
礼
・
祝
詞
・
 
"
 奉
幣
 

"
.
 

釜
 め
ぐ
り
 

Ⅰ 0       
宮
司
四
方
に
黙
祷
・
再
拝
拍
手
 

宮
司
 相
嘗
 の
 式
 

宮
司
大
切
目
 に
揮
豪
 

宮
司
苗
圃
 式
 

百
番
の
神
舞
 

宮
司
・
 権
 宮
司
・
禰
宜
 

（
夫
々
終
り
に
再
拝
拍
手
）
 

宮
司
祭
壇
で
一
揖
 

釜
の
前
で
再
拝
拍
手
 

禰
宜
釜
の
神
事
 

一
揖
し
て
 釜
 め
ぐ
り
三
回
 

三
拝
拍
手
一
揖
（
祝
詞
な
し
）
 

退
出
し
て
直
会
（
社
務
所
 
榊
 の
 間
 ）
 

宮
司
以
下
饗
膳
 

      

同
上
 

（
釜
の
前
に
は
行
か
ず
）
 

同
上
 

釜
 め
ぐ
り
三
回
 

（
 二
拝
 拍
手
な
く
前
後
に
一
揖
）
 

同
上
（
庁
の
舎
）
 

3
 
 同
上
（
 相
 嘗
め
）
 

4
 
 同
上
（
 揮
肇
 ）
 

5
 
 同
上
（
歯
固
め
）
 

6
 
 百
番
の
舞
 

（
 
権
 宮
司
。
禰
宜
 
は
 行
わ
ず
）
 



 
 

 
 

、
就
任
報
告
を
兼
ね
 

 
 

 
 

向
い
、
神
魂
神
社
に
 

 
 

 
 

内
の
宥
路
を
通
り
、
 

 
 

 
 

、
新
宮
司
は
社
務
所
 

 
 

で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

出
雲
大
神
口
か
ら
 

0
 部
分
の
儀
注
を
引
用
し
ょ
う
。
 

 
 

 
 

斎
火
 殿
 に
向
 ふ
 

次
 斎
火
殿
の
入
口
に
於
て
宮
司
清
祓
 式
 を
行
 ふ
 

次
官
司
 殿
 内
の
上
段
段
げ
の
席
に
着
く
南
面
 

 
 

す
 

次
 宮
司
手
水
の
儀
あ
り
 

 
 

拝
 拍
手
 

次
官
司
錦
嚢
中
の
燵
 日
嫁
 杵
を
出
す
 

そ に 金 幣 て 

 
 

 
 

る
と
、
 尊
 紀
国
造
の
帰
 

 
 

 
 

と
、
 先
ず
十
二
月
十
八
 

    さ 
の こ れ 
時 れ て   
録 し の 
は 火 で   
大 神   

ネ @]@@ 車 
ほ の 

も 方 
見 は 
当 ど 
ろ う 

  
。 千 

あ 家 
る 方 
い で 
は は 
下中 明 
征 治 
制 十 
度 五 

0 改 年 、 

革 千 
に 家 
伴 尊 
ぅ 福 
固 め 
造 辞 
家 住 
と に 
し ィ半 

て ぅ 

の 尊 
タサ ボ已 ? 
広 め 
が 神 
  火 

こ 木目 

の 続 
下中 が ; 
事 あ 
に つ 

関 た 
し が ミ 

て   
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内
の
炉
で
炊
飯
１
次
上
る
と
 

 
 

 
 

｜
 新
宮
司
、
ロ
を
 漱
 ぎ
神
前
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

の
 訓
戒
を
新
宮
司
に
ミ
ロ
 
上
 l
 退
出
 

 
 

 
 

わ
れ
て
い
た
火
継
ぎ
神
事
 
2
 

 
 

 
 

｜
 新
宮
司
家
宝
の
火
切
り
を
 

     
 

洗
浄
せ
る
米
を
煮
る
 

 
 

 
 

次
に
宮
司
の
座
前
に
敷
皮
を
舗
 く
 

（
 
掘
楯
 

）
 

次
に
敷
皮
の
上
に
台
階
を
鏡
 ゆ
 

次
官
司
 箸
 を
と
り
て
飯
を
三
ロ
食
し
菜
を
嘗
む
 

 
 

て
 清
水
器
 井
 に
敷
皮
を
撤
 す
 

次
官
司
神
前
に
進
み
黙
祷
再
拝
拍
手
 

 
 

言
す
 

次
 宮
司
以
下
請
負
退
出
 

0
 行
事
の
流
れ
を
簡
単
に
追
え
ば
、
 

次
 発
し
た
る
火
を
斎
火
殿
主
任
に
渡
す
 

 
 

焚
 付
く
献
残
 
珪
機
絨
 
何
曲
 到
荻
娃
 

次
 宮
司
新
に
刀
を
以
て
 燵
 日
の
火
口
を
刻
む
 

 
 

置
き
支
を
添
 ふ
 

次
官
司
 麹
臼
燵
 杵
を
白
紙
の
上
に
置
く
 

 
 



 
 

よ
 る
新
火
切
り
の
差
出
し
を
除
け
ば
、
殆
ど
 そ
 

で
あ
る
。
 

 
 

細
か
い
 儀
 注
は
省
略
す
る
が
、
行
事
の
順
序
 

 
 

座
 l
 熊
野
の
禰
宜
が
新
火
切
り
二
組
を
出
雲
 

 
 

新
火
切
り
で
鎮
火
・
炊
飯
 ｜
 熊
野
神
社
宮
司
 

 
 

い
た
御
飯
も
供
え
る
）
 ｜
 出
雲
国
造
か
ら
の
 

 
 

下
の
玉
串
拝
礼
 ｜
撤
餓
 １
本
殿
の
閉
 扉
｜
 出
雲
 

・
 火
置
 社
参
拝
 

 
 

ら
ず
、
 相
 嘗
め
も
な
い
。
ま
た
、
国
造
の
玉
串
 

 
 

し
の
祭
は
、
全
体
的
に
見
る
と
、
新
国
造
の
人
 切
 

 
 

行
事
に
か
な
り
近
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

和
 二
十
二
年
秋
に
行
わ
れ
た
 現
 国
造
千
家
 尊
 

 
 

事
 が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

で
、
こ
の
神
事
や
鎮
火
祭
を
通
じ
、
出
雲
 国
 

 
 

面
 、
神
魂
神
社
と
の
関
係
が
薄
め
ら
れ
る
こ
と
 

 
 

で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
 

 
 

の
場
を
杵
築
の
お
人
所
に
移
し
た
点
を
除
き
、
 大
 

 
 

0
 個
 書
 の
案
 に
 、
か
な
り
近
い
線
に
ま
と
さ
る
こ
 拝

礼
が
な
 い
 の
は
、
百
番
の
神
 

り
へ
の
 揮
豪
 以
外
は
、
往
年
の
 

と
し
 

祀
 宮
司
（
 尊
統
 氏
の
嫡
子
）
の
 

造
 と
そ
の
古
代
の
奉
斎
 神
 で
あ
 

に
な
っ
た
。
時
勢
の
流
れ
に
 対
 

千
家
方
の
こ
う
し
た
新
し
い
 火
 

ま
か
な
言
い
方
を
す
れ
ば
 結
 

と
に
な
っ
た
。
 

の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

ま
、
 

一
 

国
造
（
新
宮
司
）
の
前
に
進
め
、
 

が
本
殿
の
扉
を
開
き
、
祝
詞
 ｜
 

幣
吊
 供
進
 ｜
 出
雲
国
造
の
祝
詞
 

国
造
、
境
内
末
社
 伊
 弊
邦
 美
社
 

(506) 26 



出雲国造の火継ぎ 神事 

 
 

接
 奉
仕
の
場
か
ら
離
れ
、
神
道
出
雲
教
を
組
織
し
て
、
 側
面
か
ら
大
国
主
神
 

よ
し
 

ひ
で
 

な
り
の
り
 

 
 

 
 

英
孝
の
諸
氏
が
挙
行
し
 

 
 

 
 

当
主
英
孝
氏
の
場
合
 

 
 

 
 

数
は
一
日
だ
け
で
あ
 

 
 

 
 

に
か
な
り
の
省
略
が
 窺
 

 
 

 
 

る
 点
は
、
確
認
で
き
る
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

田
 正
志
 両
 博
士
も
示
 

 
 

 
 

こ
の
神
事
の
本
旨
は
単
 

 
 

 
 

に
よ
り
、
神
と
の
霊
的
 

 
 

人
格
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
う
し
て
更
に
 、
 年
々
の
新
嘗
ま
つ
り
を
 

 
 

 
 

礼
 と
の
対
比
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

て
の
神
人
合
一
に
特
色
 

 
 

 
 

三
は
 、
こ
の
儀
礼
と
新
 

 
 

 
 

り
に
よ
る
聖
火
が
邸
内
 

 
 

 
 

こ
れ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
 

 
 

 
 

、
な
ら
び
に
 汚
俺
 の
 国
 

 
 

 
 

よ
り
窺
う
こ
と
が
で
き
 
27 (507) 



(508) 28 

「「「「「「「「「「木口 
特 近近世新出出押方人 稿付   

ののの新一のの 儀 手事 に 
変 出火 管 考 察三 l 岡のつ 

  

新円学園『」 道ぎ造 素描 

  

っ二要 て 港ロ ロて ワ 0 

  
台所 n@ 『 で 

l 九五 併究 八神 あ 
」 ・ 十 
『十姉 

神 道号。 b 一軸 。   
刃て 一 一 冊 

教目 
  究 
四 ヒ 

  
  
  輯 。 （ 昭 
O 和 

号 。 五 
十 
八 

年   
  

体 な 察 る 
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で 問 与 の れ 
あ 題 え 池 て 
る で る へ い 

。 な も の な 
く の 水 い 
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お 。 は の 

げ さ 葬 
る て 法 

諸儀 
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な て 、 代 日 

ど 胴 木 
と 千 入 
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切 生 
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第一部会 

澤
井
義
次
 

 
 

意
識
 

 
 

の
な
か
で
 

 
 

象
 を
み
る
 

 
 

宗
教
的
な
 

 
 

、
特
定
の
 

 
 

一
定
の
価
 

 
 

ん
 自
覚
的
 

 
 

、
構
造
が
 

 
 

め
で
あ
 

る
 。
 

 
 

 
 

 
 

ト
バ
 
以
 

 
 

も
 介
す
る
 

 
 

っ
て
把
握
 

 
 

え
に
「
 現
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

一
 
（
判
断
 

第
一
部
会
 

信
仰
の
深
み
と
意
識
 

 
 

に
よ
っ
 

 
 

げ
る
こ
 

 
 

明
る
み
に
 

 
 

呈
示
さ
れ
 

 
 

 
 

実
の
木
質
 

 
 

網
目
を
通
 

す
こ
と
な
く
純
粋
意
識
に
現
わ
れ
る
と
い
う
。
 

 
 

よ
う
 

 
 

質
直
観
が
 

 
 

み
に
お
 け
 

 
 

源
 的
に
文
 

 
 

い
る
。
 現
 

 
 

ス
ト
教
の
 

 
 

組
の
制
約
 

 
 

教
 現
象
学
 

 
 

連
関
を
括
 

 
 

が
す
で
に
 

 
 

で
は
括
弧
 

 
 

に
お
け
る
 

 
 

う
と
し
て
 

 
 

宗
教
的
、
 

 
 

 
 

の
で
ま
な
㏄
 

p
 
5
 

（
 

 
 

 
 

2
9
 

 
 

に
お
い
 



第一部会  
 

、
研
究
対
 

 
 

ま
い
、
 信
 

 
 

の
 理
念
に
 

 
 

そ
の
信
仰
 

 
 

ぃ
 。
そ
し
 

 
 

の
 文
化
 

 
 

れ
た
も
の
 

に
な
っ
て
し
ま
う
。
 

 
 

げ
る
 信
 

 
 

具
体
的
状
 

 
 

・
は
、
イ
ン
 

 
 

と
し
て
 語
 

 
 

解
し
よ
う
 

 
 

教
 伝
統
に
 

 
 

で
は
な
 

 
 

し
て
、
 掘
 

 
 

お
 げ
る
 信
 

 
 

試
み
る
と
 

 
 

か
れ
る
。
 

 
 

、
信
仰
の
 

 
 

る
こ
と
に
 

 
 

識
 的
な
 

 
 

 
 

 
 

対
 化
す
 

 
 

シ
ネ
マ
 

 
 

不
教
学
上
 

 
 

回
の
論
文
 

 
 

示
教
の
 統
 

 
 

の
 緊
張
。
 

 
 

る
も
 

 
 

な
 要
素
と
 

 
 

絶
対
他
者
 

 
 

・
ヴ
ァ
 ッ
 

 
 

覚
を
評
価
 

 
 

に
よ
り
も
 

 
 

れ
て
い
る
 

と
 解
し
て
い
る
。
 

 
 

性
に
於
 

 
 

・
 社
ム
五
的
 

 
 

れ
に
も
 還
 

木
村
武
史
 

エ
リ
ア
ー
デ
の
聖
と
俗
の
弁
証
法
 

 
 

者
に
は
そ
 

 
 

な
光
に
 眩
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第一部会  
 

上
記
の
諸
 

る
 。
 

 
 

係
 に
あ
 

 
 

ら
と
の
 間
 

 
 

 
 

な
も
の
が
自
然
な
も
の
で
 

 
 

か
を
 顕
わ
 

デ
は
 全
体
的
に
理
解
し
ょ
う
と
試
み
る
。
 

 
 

 
 

利
他
者
が
何
か
し
ら
 
有
 

 
 

 
 

己
 な
願
 わ
に
す
る
こ
と
に
 

 
 

 
 

 
 

る
 主
体
 

 
 

型
の
反
復
 

 
 

 
 

の
の
体
験
は
実
存
的
危
機
 

 
 

 
 

る
 世
界
的
に
於
け
る
二
様
 

 
 

 
 

求
め
ら
れ
て
い
る
。
 
聖
な
 
 
 

 
 

際
立
た
せ
ら
れ
る
。
 
聖
な
 

こ
と
を
エ
リ
ア
ー
デ
は
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

識
別
さ
 

 
 

つ
つ
、
  

 

も
の
は
 評
 

 
 

て
 論
ず
  

 

た
俗
 な
る
 

 
 

存
 。
 三
 、
  

 

ら
 分
離
さ
 

評
価
と
選
択
。
 

 
 

聖
な
る
も
 

 
 

を
 通
し
 

 
 

失
う
 ，
 
」
と
 

 
 

 
 

間
は
聖
な
る
も
の
を
規
範
 

 
 

 
 

与
え
る
。
 

 
 

に
於
い
 

 
 

｜
 と
な
る
 

て
 把
握
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

さ
れ
る
。
 

 
 

法
的
関
係
 

 
 

続
 的
で
あ
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坂
本
 

進
 

1
 
 日
木
人
論
 

 
 

ア
ン
セ
 

 
 

、
比
較
 宗
 

 
 

試
論
で
あ
 

 
 

六
カ
 

こ
 。
、
、
三
 

 
 

人
は
 、
現
 

 
 

｜
ス
 ・
。
 
へ
 

 
 

刀
刃
口
で
述
 

 
 

 
 

倣
 は
し
て
 

キ
リ
ス
ト
 

 
 

せ
 

 
 

そ
れ
は
 

 
 

技
術
的
革
 

 
 

詰
 は
 、
さ
 

 
 

た
こ
と
 

 
 

の
 相
互
 関
 

 
 

ユ
 コ
 ソ
 

 
 

相
互
関
連
 

 
 第

 

ア
ン
セ
ル
ム
ス
と
本
居
宣
長
 

 
 

霊
怪
・
 日
 

 
 

ら
な
い
。
 

2
 
 木
居
 室
長
 と
「
 ま
ご
 こ
ろ
」
 

 
 

の
 移
り
 

 
 

感
じ
る
 心
 

 
 

自
然
と
人
 

 
 

具
備
し
て
 

 
 

り
の
な
い
 

 
 

長
 に
あ
 

 
 

は
 日
本
吉
 

 
 

情
の
発
露
 

 
 

心
 ）
の
も
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

の
中
で
、
 

 
 

さ
せ
て
い
 

 
 

依
ら
せ
、
 

 
 

」
こ
ろ
」
 

 
 

「
 ま
ご
こ
 

 
 

に
 連
な
る
 

も
の
で
あ
る
。
 

3
 
 ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
思
索
 

 
 

誠
 」
 ま
 

 
 

」
「
 真
 」
、
 

 
 

念
 に
対
比
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第一部会 

永
井
隆
 正
 

 
 

 
 

 
 

「
宗
教
的
 

 
 

っ
て
 い
 

 
 

 
 

を
 、
感
性
 

 
 

人
間
の
自
 

 
 

い
え
る
。
 

 
 

ヰ
レ
ト
 

円
目
ハ
ト
ハ
 

レ
 
）
 

 
 

分
有
し
、
 

 
 

正
し
さ
に
 

 
 

理
性
 

 
 

加
織
と
実
 

 
 

か
れ
て
い
 

 
 

、
室
長
 が
 

 
 

 
 

の
の
何
か
 

 
 

シ
ア
 空
霊
 

 
 

的
ア
イ
デ
 

 
 

さ
ら
に
 内
 

 
 

め
ら
れ
て
 

い
る
の
で
あ
る
。
 

宗
教
的
情
操
と
社
会
科
 

 
 

宗
教
的
 寛
 

 
 

を
 教
授
す
 

 
 

の
で
あ
り
 

 
 

）
 と
あ
 

 
 

基
本
法
の
 

 
 

げ
る
地
位
 

 
 

度
 で
教
材
 

 
 

一
般
に
つ
 

 
 

こ
ろ
に
 対
 

 
 

人
間
の
関
 

 
 

あ
ろ
う
」
 

 
 

、
ゐ
 
示
教
へ
 

 
 

れ
ば
な
ら
 

 
 

と
が
望
ま
 

 
 

な
い
」
と
 

 
 

る
 。
 

 
 

教
育
改
 

 
 

さ
れ
て
 ぃ
 

 
 

年
に
「
 国
 

 
 

る
か
」
 、
 

 
 

果
し
た
 

 
 

校
 第
三
学
⑬
 

 
 

 
 

え
て
来
た
 

3
3
 

 
 

 
 



第一部会 

 
 

き
な
い
 

 
 

的
な
感
情
 

 
 

の
よ
う
に
 

 
 

養
う
」
と
 

 
 

 
 

が
し
て
い
る
と
い
え
 よ
う
 。
 

 
 

 
 

の
 育
成
と
、
社
会
科
が
結
 

 
 

い
か
な
る
  

 

に
お
い
て
 

 
 

 
 

の
 立
場
か
ら
強
調
さ
れ
、
 

 
 

 
 

的
 情
操
が
と
ら
え
ら
れ
る
 

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
 

 
 

で
あ
る
と
 

 
 

人
間
と
し
 

 
 

と
い
う
の
 

己
 

事
と
他
者
 

 
 

諭
 し
て
い
 

 
 

0
 人
間
的
 

土
井
道
子
 
 
 

て
 生
き
抜
 

 
 

て
 感
得
す
 

 
 

明
 の
 己
 

 
 

は
 、
「
 人
 

 
 

他
者
」
 概
 

 
 

内
面
的
な
 

 
 

尊
主
観
、
 

 
 

で
も
あ
る
 

 
 

義
の
単
独
 

 
 

る
 意
味
を
 

 
 

、
 ㈲
社
会
 

 
 

 
 

間
 の
利
他
存
在
が
問
題
に
 

 
 

 
 

汝
 哲
学
も
対
話
の
哲
学
も
 

 
 

 
 

他
者
に
現
実
の
他
者
と
の
 

 
 

達
す
る
こ
 

 
 

ら
 見
た
観
 

と
で
あ
る
」
（
以
上
「
初
等
教
育
原
理
 
目
 ）
と
い
う
。
 

 
 

私
自
身
に
 

 
 

 
 

心
を
脱
却
し
 ぅ
 る
か
、
 

(514) 34 



第一部会  
 

 
 

を
 現
象
、
或
は
仮
象
に
化
 

 
 

そ
れ
は
 日
 

 
 

解
答
し
 ぅ
  

 

威
 と
奉
仕
 

る
か
。
 

 
 

解
釈
に
が
一
な
る
も
の
と
し
て
成
立
す
る
。
 

 
 

決
 で
き
 

 
 

"
l
 。
 、
  

 

自
意
識
の
 

 
 

モ
ラ
リ
 

 
 

 
 

た
こ
と
、
自
己
中
心
主
義
 

 
 

 
 

。
次
に
西
谷
哲
学
に
於
て
 

 
 

主
義
の
対
 

 
 

者
と
の
 

 
 

的
 自
己
 へ
 

 
 

哲
学
の
対
 

 
 

 
 

て
の
他
者
が
不
可
欠
に
 
媒
 

 
 

 
 

と
っ
て
他
者
は
救
済
さ
る
 

 
 

か
ら
見
る
べ
き
衆
生
で
あ
る
。
 

 
 

歴
史
 社
 

 
 

自
己
中
心
 

 
 

 
 

自
己
疎
外
と
し
て
の
み
 
考
 

 
 

 
 

が
 超
政
治
的
次
元
を
認
め
 

 
 

 
 

 
 

、
円
円
 
哀
勺
立
 

祖
の
立
場
は
は
 
ゐ
不
払
孜
 

 
 

 
 

哲
学
と
の
関
係
が
少
し
不
 

 
 

な
く
、
 全
 

 
 

師
家
か
ら
 

 
 

 
 

、
本
来
的
自
己
へ
の
自
覚
 

 
 

 
 

が
 禅
で
な
く
な
っ
て
哲
学
 

 
 

 
 

化
の
各
領
域
で
の
生
き
方
 

 
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

方
 
「
万
象
 

35 (515) 



 
 

感
 ず
べ
 き
 

 
 

い
る
。
 即
 

 
 

、
そ
の
 木
 

 
 

う
こ
と
と
 

高
木
き
ょ
 予 

 
 

し
て
、
 人
 

 
 

場
合
、
 

 
 

追
修
行
者
 

 
 

あ
ま
り
 問
 

 
 

ら
 宗
教
を
 

 
 

の
 側
か
ら
 

切
り
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
 

 
 

0
 基
調
 

 
 

わ
れ
た
 作
 

 
 

る
に
と
ど
 

 
 

回
信
夫
で
 

 
 

 
 

な
 直
観
性
、
深
 い
 洞
察
 

 
 

 
 

く
に
「
も
の
」
は
、
「
 物
 

て
い
な
い
。
 

 
 

規
定
し
て
 

 
 

 
 

あ
は
れ
」
を
そ
れ
以
上
 

 
 

 
 

は
 、
こ
の
「
も
の
の
あ
は
 

 
 

 
 

る
 感
性
の
一
つ
で
あ
る
と
 

 
 

に
つ
い
て
 

 
 

あ
る
 よ
う
 

 
 

 
 

心
か
ら
そ
の
対
象
に
向
 
っ
 

 
 

象
 そ
の
も
 

ね
 」
と
い
う
感
性
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
 

 
 

価
値
を
有
 

 
 

と
り
 

 
 

 
 

、
 美
し
い
絵
を
見
、
す
ぐ
 

 
 

 
 

験
は
、
 「
あ
あ
」
と
い
う
 一
 

 
 

わ
し
て
い
 

 
 

物
 い
 う
、
 

 
 

 
 

い
は
、
宗
教
的
と
は
気
づ
か
 

会
 

も
の
の
あ
は
れ
宗
教
論
 

部
 

 
 

第
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第一部会 

 
 

明
治
初
 

 
 

ェ
 ド
キ
ン
 

 
 

ズ
の
排
仏
 論
を
分
析
し
て
み
た
い
。
 

宗
教
に
つ
 

 
 

 
 

 
 

宣
教
師
 

 
 

海
に
到
っ
 

 
 

し
 、
こ
の
 

 
 

言
語
学
者
 

 
 

を
あ
ら
ぬ
 

ソ
ヤ
ッ
 

キ
 ヨ
 H
 
ノ
ン
 
ョ
ゥ
 
@
 
く
呂
ウ
 

 
 

五
セ
 年
と
 

芹
川
博
通
 

J
.
 
エ
ド
キ
ン
ズ
の
 排
 私
論
 

仏
 基
の
対
論
 

 
 

ら
え
る
 陽
 

 
 

我
意
識
が
 

 
 

教
の
信
仰
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

は
、
 単
に
 

 
 

誠
な
つ
 っ
 

み
こ
ん
で
い
る
精
神
の
発
露
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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であ   
  

が 

な な な き 章偶ら   



 
 

身
を
修
 

会
 

め
 、
天
路
の
指
南
と
な
る
。
 

部
 

 
 

の
 批
判
が
な
さ
 

ね
 、
再
び
、
大
乗
非
仏
説
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

す
と
こ
 

 
 

㈲
 そ
 

 
 

キ
 @
 
の
 

証
拠
は
多
く
、
か
っ
確
か
で
あ
る
。
 

 
 

る
 。
 

㈲
六
道
輪
廻
の
説
を
謬
り
と
し
て
し
り
 ぞ
 げ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

目
今
生
の
禍
福
は
上
帝
の
作
為
に
よ
る
。
 

 
 

ほ
 上
帝
 

の
 賦
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
罪
禍
 

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
 

け
 
仏
教
は
偶
像
崇
拝
で
あ
る
。
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

旨
 に
違
 

 
 

@
 

 
 

と
が
 

可
 ぎ
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

く
に
、
 

浄
土
と
天
国
、
阿
弥
陀
仏
と
上
帝
を
対
比
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

け
 
浄
土
の
実
在
性
が
と
ば
し
 
い
 。
 

 
 
 
 
 
 
 
 

日
天
国
の
実
在
は
新
約
書
中
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

目
上
帝
は
天
地
万
物
の
主
で
あ
る
。
 

四
阿
弥
陀
仏
は
 一
 虚
空
の
教
主
で
あ
る
。
 

 
 

観
 ・
 宇
 

苗
親
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

の
 西
洋
 

 
 

の
臆
 

説
 で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 

 
 

創
造
 

 
  

 

必
ず
 有
 

 
 

、
そ
 

れ
が
上
帝
で
あ
る
。
 

 
 

で
あ
 

 
 

は
畏
 

潤
 す
る
日
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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千
明
東
道
 

「
 仏
 」
と
「
 法
 」
の
問
題
提
起
 

 
 

た
と
考
え
 

 
 

「
法
華
 

 
 

問
題
提
起
 

が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

㈹
 
嘱
異
 と
の
関
連
 

 
 

る
問
 

 
 

な
い
。
 梵
 

 
 

章
 と
し
、
 

 
 

一
 （
妙
法
 

 
 

て
 、
 嘱
累
 

 
 

の
で
あ
 

 
 

嘱
累
と
 

 
 

口
ア
曲
 
「
れ
松
」
 

 
 

義
も
 、
 

 
 

る
 。
 

㈲
の
曲
ヨ
 ひ
 土
圧
 と
 
ロ
ナ
 
曲
円
曲
邑
 

 
 

す
る
も
 

 
 

面
 ）
を
 目
 

 
 

は
 、
肉
体
 

 
 

し
た
も
の
 

 
 

が
 計
ら
れ
 

 
 

」
 ）
に
よ
る
㎎
 

@
 
 

 
 
 
 

指
導
の
完
成
が
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

（
参
考
資
料
）
 



 
 

り
ハ
 
Ⅱ
）
 

 
 

の
の
）
の
 岸
 （
 
の
 

 
 

 
 

 
 

曲
 八
ロ
 
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
ア
 
山
ロ
Ⅰ
 

 
 

隼
の
 

 
 

い
ヰ
馬
 

の
串
）
 
む
苗
 
Ⅰ
 へ
 ま
 れ
 ・
㌧
 
さ
 Ⅰ
 
田
討
劫
 

～
～
㏄
㏄
 
臼
 ）
 め
 Ⅰ
心
地
か
Ⅰ
・
 

ミ
 ～
 
心
討
 。
 
め
 
心
心
～
 

㏄
の
）
～
 

z
 ぢ
幅
ア
 
。
 弔
い
 ㏄
Ⅱ
）
 
し
 ア
 ド
 ド
ド
 
ヴ
プ
曲
 
Ⅱ
の
・
 

せ
沫
 
。
 隼
ゴ
 
の
し
 
円
 

 
 

オ
 二
 %
 
曲
 

ガ
リ
仁
か
注
 

せ
 の
か
め
）
レ
 オ
ゆ
 
㏄
せ
の
 笘
 ㏄
）
下
ぷ
劫
が
ぜ
が
・
 

く
 ㏄
コ
リ
片
目
 

せ
の
 

卜
串
）
せ
曲
ガ
オ
目
打
 

串
臼
 
）
 せ
笘
 
）
 
0
 在
口
下
 0
 ）
 卜
 二
）
口
コ
 

せ
 が
 コ
 の
井
目
 

ぺ
の
 

串
 Ⅱ
）
の
 
せ
卸
ア
卸
 

 
 

パ
パ
く
し
 

卜
 し
下
血
の
中
年
 

の
 
㏄
）
し
の
 
り
 隼
が
・
 

づ
の
 
片
山
㏄
）
 
し
 ㏄
 め
 山
口
・
 

卸
イ
簿
 
Ⅱ
田
村
 

コ
ぃ
 

 
 

 
 

 
 

か
鮨
 
Ⅰ
 
ぬ
さ
 
@
.
 

 
 

ト
 
ド
 ）
 の
 さ
ミ
 
晦
か
 
Ⅰ
・
 
ま
 Ⅰ
 
ゆ
プ
 
村
井
㏄
 

田
 
）
㏄
）
も
 
雨
 Ⅰ
Ⅰ
 
ま
 Ⅰ
・
 
ぢ
宙
 
Ⅰ
 
こ
 
和
め
ぎ
 
馬
 

 
 

 
 

 
 

ア
沖
 

 
 

り
ハ
 
Ⅱ
）
 

ト
 
）
Ⅰ
 
へ
り
 
P
 
の
 N
 ）
目
の
 
ゴ
卸
，
ぢ
ゅ
 

）
の
の
）
 
C
 巴
の
か
）
円
仁
 
ォ
 ）
 
の
 

臼
 ）
 ン
う
仁
ガ
 

汀
 
0
 ）
 下
 4
 の
Ⅱ
）
 下
 4
%
 
つ
り
目
 ㏄
）
 
2
 七
 
%
 
せ
の
 

 
 

ト
 
㏄
）
 
之
叫
 
片
せ
 
ゆ
コ
 
レ
ト
 か
 ）
 2
 ハ
 
%
 
ぺ
曲
 
セ
リ
（
 

ぃ
ト
臼
 
）
の
く
 
卸
 ぽ
 % 

 
 

）
 

 
 

が
 年
の
 

の
 ）
 之
ゅ
住
 
円
べ
）
 パ
甘
わ
 
㏄
 
4
 円
㏄
）
の
 
ヰ
ひ
ゴ
曲
 

 
 

）
 

ト
 
）
 レ
 ㏄
㏄
 
申
 ㏄
の
り
 Q
 リ
セ
の
㏄
）
の
曲
 

仁
 ふ
か
）
の
曲
目
ム
ア
 

卸
ユ
 

 
 

 
 

の
 ）
 ノ
ト
ぺ
 

目
の
の
二
ト
 

0
 ）
の
山
ム
 ト
ト
 
）
の
 く
び
 
二
 % 

（
 
0
 
）
Ⅰ
 劉
府
 
ゆ
が
「
羅
刹
」
 
税
 し
目
 
目
オ
ト
ヱ
 
（
（
の
 
ア
 の
 ロ
 ・
パ
パ
 
こ
 

 
 

巨
 （
（
）
の
 

 
 

 
 

 
 

刃
ユ
 
ア
 の
 

ト
 
0
 ）
の
片
ロ
 

ブ
 の
 
ト
 
Ⅱ
）
の
片
目
 

ア
の
 Ⅱ
㏄
）
の
け
 

仁
ア
 
0
 
 ト
の
）
の
曲
 

仁
 二
の
 

い
 
の
）
の
片
目
 

プ
の
い
ト
 
）
の
べ
 
卸
ア
卸
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碧 行 続 
為 
  
表 

現 
形ク 

態 
  
  

係 

    

れ た 態のは へま " こ考儀 " てても行て " 為 いはに 唆現 ・ ヮ 宗のい教本 " 現て宗 " 
後 とわ単のえ礼儀 と な 見関 ッ教侍 る竹橋 

  
後れ同和考は 行やにれの 多宗 をめ ら 保宗 

  
  

為現為へそ   
  

  
 
 

ら
れ
れ
 

 
 

な
ら
 

 
 

の
 仕
方
 

 
 

へ
と
 遡
 

る
 通
路
・
媒
介
の
機
能
を
果
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

本
性
を
考
 

 
 

の
 「
 構
 

 
 

表
現
形
 

 
 

あ
る
 点
 

 
 

的
で
あ
 

 
 

の
は
そ
 

 
 

れ
る
た
 

 
 

ス
ト
に
 

 
 

幸
は
ブ
 

の
 @
.
 

し
 

と
を
必
要
と
す
る
。
 

 
 

容
し
 

 
 

「
制
度
 

 
 

も
 原
初
 

 
 

方
で
保
 

 
 

あ
る
こ
 

 
 

と
な
っ
 

て
い
る
面
も
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 

 
 

規
定
さ
れ
 

 
 

て
、
 
L
 

41             



 
 

し
て
 述
 

 
 

の
だ
め
の
 

 
 

。
前
者
は
、
 
例
 

 
 

ル
と
考
 

 
 

に
 従
 う
 

 
 

で
あ
 

 
 

型
は
 、
 

 
 

す
る
 場
 

を
 開
い
て
い
る
。
 

 
 

か
の
共
同
 

 
 

係
は
一
 

 
 

よ
う
に
 

 
 

表
現
形
 

 
 

他
志
向
 

 
 

に
 自
覚
 

 
 

 
 
 
 

然
 的
な
 

 
 

は
降
 、
人
 

 
 

て
、
そ
ナ
 」
 

 
 

つ
 し
て
 近
 

 
 

の
 出
る
 幕
 

 
 

る
こ
と
に
 

な
っ
た
。
 

 
 

座
 で
あ
 

 
 

い
な
至
す
 

 
 

、
も
っ
と
 

 
 

の
な
か
で
 

 
 

も
、
 夢
を
 

 
 

意
味
で
、
 

 
 

歴
史
上
の
 

 
 

て
の
現
在
 

 
 

続
き
と
 言
 

谷
口
 

茂
 

１
 

l
 
1
 
霊
夢
や
夢
 告
の
 

理
解
の
だ
め
の
基
礎
的
考
察
 

夢
 

と
宗
教
 

            42 



 
 

ノ
 ン
 R
E
 

 
 

り
で
身
体
 

 
 

っ
 。
前
者
 

 
 

断
 さ
れ
て
 

 
 

考
や
倫
理
 

 
 

な
か
の
 、
 

 
 

か
 イ
メ
ー
 

@
0
2
 

ハ
 
@
 

 
 

枢
を
刺
激
 

 
 

し
て
覚
醒
に
 至
 

一
 
る
か
ら
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
ら
れ
る
。
 

第
  

 

覚
め
る
 

 
 

爬
虫
類
の
 

 
 

き
に
主
と
 

え
 よ
 う
 。
 

 
 

（
 
プ
 ロ
 

 
 

と
し
て
 尊
 

 
 

腋
生
理
学
 

の
 睡
眠
研
究
の
一
分
野
）
も
無
視
す
る
 
め
 げ
に
は
い
か
な
い
。
 む
ろ
ん
、
 

 
 

容
易
で
は
 

 
 

る
 情
動
 と
 

 
 

の
役
割
が
 

期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
気
が
す
る
。
 

 
 

あ
ま
り
 

 
 

い
て
若
干
 

 
 

 
 

登
場
人
 

4
 

長
井
英
子
 

 
 

で
き
る
 

 
 

味
 と
い
う
 

 
 

の
事
実
に
 

 
 

と
し
て
 覚
 

 
 

体
験
の
信
 

 
 

情
動
の
説
 

 
 

ら
 、
本
音
 

 
 

、
そ
の
 矛
 

盾
 の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
る
。
 

 
 

（
の
略
字
 

で
、
夢
を
見
て
い
る
と
き
の
特
徴
的
な
状
態
。
 

（
 2
 ）
大
脳
 古
 ・
旧
皮
質
。
本
能
、
情
動
の
座
。
 

能
の
ヮ
キ
 僧
の
役
割
 

 
 

を
惹
き
起
 

 
 

帯
び
て
い
 

 
 

か
 
り
 土
 
月
桂
 

扶
 ハ
ム
 
口
 

 
 

よ
 う
 に
 、
 

 
 

よ
 う
 に
 思
 

わ
れ
る
。
 

  



 
 

曲
 に
は
、
 

 
  

 

 
 

 
 

を
 明
し
て
 

 
 

見
せ
、
 妄
 

 
 

み
な
が
 

 
 

世
阿
弥
に
 

よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
。
 

 
 

、
現
世
 

 
 

り
に
生
き
 

 
 

。
成
仏
の
 

 
 

何
の
意
味
 

 
 

執
を
引
き
 

 
 

円
環
に
空
 

し
く
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
 

 
 

ど
の
 

 
 

説
 が
あ
 

 
 

る
 。
実
在
 

 
 

の
旅
僧
が
 

 
 

ヰ
ぼ
 

 
 

る
 古
く
 

 
 

と
 見
る
考
 

 
 

て
よ
い
だ
  

 

線
を
生
き
 

 
 

 
 

 
 

縛
ら
 

 
  

 
 
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

円
環
に
 

 
 

る
 。
 

 
 

士
衣
 
立
石
」
 

 
 

が
シ
テ
 の
 

 
 

い
 。
し
か
 

 
 

い
る
と
二
目
 

え
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

 
 

な
っ
て
 

 
 

て
も
 ヮ
キ
 

 
 

こ
と
な
 

 
 

に
よ
る
 昔
 

 
 

帰
す
る
 過
 

 
 

る
 。
 

 
 

ヮ
キ
 の
 

 
 

的
 時
間
の
 

流
れ
そ
の
も
の
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

ぜ
ず
、
 

 
 

そ
の
立
場
 

 
 

る
も
の
で
 

あ
る
。
 



第一部会 

 
 

間
 を
超
 

 
 

「
世
間
 虚
 

私
の
仏
教
経
済
学
 

 
 

ま
ち
が
っ
 

 
 

親
鸞
は
ま
 

春
日
 
禧
智
 

 
 

る
 」
と
。
 

 
 

 
 

ず
 、
一
度
は
考
え
て
み
 

 
 

原
点
１
世
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

6
 時
は
 、
 私
は
物
を
と
っ
 

 
 

 
 

金
を
貯
金
し
て
お
く
と
い
 

 
 

あ
る
。
 

あ
る
。
仏
教
経
済
学
は
 
、
 主
と
し
て
消
費
経
済
学
で
あ
る
。
 

 
 

上
り
の
 

 
 

中
に
 、
 

 
 

 
 

ね
 、
 よ
 く
勉
強
し
、
信
仰
 

 
 

あ
り
、
 

 
 

枯
但
 
，
と
は
は
、
 

 
 

い
て
 ボ
ケ
 

 
 

た
め
の
、
 

ぬ
 法
で
あ
る
。
 

絶
対
必
要
な
価
値
で
あ
る
。
 

 
 

と
、
努
 

 
 

王
土
白
土
日
小
に
 

 
 

 
 

の
中
心
教
義
六
波
羅
蜜
 
中
 

 
 

 
 

す
る
、
二
大
車
輪
で
あ
 

 
 

が
バ
ヵ
 に
 

 
 

な
か
な
か
 

 
 

々
々
。
 日
 

で
き
な
い
行
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

下
心
あ
っ
て
の
言
葉
で
 

 
 

 
 

れ
る
こ
と
を
好
き
な
 人
 

 
 

 
 

い
 人
は
、
ボ
ケ
 て
、
 亡
び
 

る
 。
 

る
 。
サ
ラ
金
で
、
首
の
廻
ら
ぬ
こ
と
も
あ
る
。
 

45 (525) 



自
然
の
因
果
性
を
問
題
に
す
る
 
場
 ム
ロ
 
、
 

識
の
対
象
界
を
意
味
す
る
も
の
な
ら
ば
、
 

そ
の
自
然
が
人
間
の
合
理
的
 
認
 

因
果
性
は
人
間
理
性
の
側
か
ら
 

吐根機 

山 

一調 

虔 

第一部会 

  
じ 

ね 
ん   
  足 る欲が金 、 。 （ と、 で らげ れと であ 死ぬ 干 、 はな と言 時 い も 

の 

因 
果 
性 
V ァ し 
つ 
l. レ 

て り 伍あ ち あ 山 な夫 こ 

  

  
 
 

 
 

 
 

 
 

方
を
徹
底
 

経
験
の
対
 

に
よ
っ
て
 

（
 
之
 P
 旺
 
E
 Ⅰ
）
 

 
 

0
 対
象
と
 

 
 

ら
 因
果
性
 

 
 

こ
 へ
と
 適
 

 
 

は
 当
然
で
 

 
 

と
し
て
 存
 

 
 

で
は
な
い
 

で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

 
 

識
の
必
然
 

 
 

く
 両
立
す
 

 
 

よ
う
な
 必
 

 
 

直
す
立
場
 

 
 

現
象
の
 

 
 

 
 

い
て
は
 必
 

 
 

か
ろ
う
 

 
 

を
 見
る
立
 

 
 

よ
っ
て
 、
 

現
象
の
な
か
の
因
果
連
関
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

に
あ
る
 

 
 

異
時
的
）
 

(526) 46 



 
 

む
し
ろ
 現
 

 
 

 
 

そ
の
な
か
 

 
 

縁
に
 媒
介
 

 
 

 
 

甘
 の
 舘
 P
 
田
 
せ
 ）
 

 
 

な
 超
越
的
 

原
因
性
を
立
て
る
こ
と
を
要
せ
ず
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

ね
ん
 ）
 

 
 

の
 訳
語
に
 

 
 

目
角
ヰ
 
岸
 Ⅰ
 
の
 

 
 

 
 

こ
と
と
し
 

 
 

 
 

こ
れ
も
 

 
 

「
自
然
」
 

 
 

は
 全
く
別
 

 
 

」
（
じ
 れ
 

 
 

」
と
で
は
 

 
 

お
い
て
 

 
 

れ
は
因
果
 

 
 

性
 に
よ
っ
 

 
 

の
 縁
起
 観
 

 
 

た
 因
果
と
 

い
 う
 独
自
の
因
果
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

存
 的
に
 

 
 

の
で
あ
る
 

 
 

の
 究
極
 原
 

47 (527) 

  

単 ら ン のの い 時の呼四魔 
に祠 グ 第のか 期手 ばに的 
埋忠 と二次えにがれ 用な   

由おケ表て限そ しの て と   

で 間で家 え的第ゥ興 さ 現 
な のあ と らな コ ル解し @. ま   

り 問 げ期沈 み リ ーこ領 
城 山 こで られ 考 と 元だ の次 ッヒ 歩を   

  

自 る 期す鷹時 を 。 も 常 

そ は こ は 
の因の な   
  
」 め るがは の " な ャ こ " 

@, ア """ でそいか あ れとの   
て にれ の 

の 
ま て 無 

  たい 為 
因る 自 

架よ 然 
試論 の う な 

目汁こる 然 " に 
を 無封 
女口 為し 

美白 に然 て、 

 
 

こ
の
よ
う
 

 
 

 
 

い
 う
ほ
か
 

 
 

た
意
末
の
 

 
 

 
 

。
そ
れ
は
 



第一部会  
 

 
 

 
 

う
 な
自
由
の
問
題
の
関
連
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

る
 人
間
精
神
の
あ
り
方
 

囲
 

 
 

 
 

 
 

れ
は
時
間
が
両
方
向
に
無
 

 
 

 
 

ト
エ
 フ
ス
 
七
 
コ
ー
は
 
同
亜
ひ
 

 
 

 
 

だ
 自
己
閉
鎖
的
な
人
間
の
 

 
 

 
 

ン
 に
よ
る
「
生
き
て
い
く
 

 
 

 
 

と
い
う
告
白
中
の
言
葉
が
 

 
 

 
 

間
性
に
も
と
づ
く
徹
底
的
 

 
 

 
 

界
 そ
の
も
の
を
脅
か
す
に
 

 
 

 
 

退
屈
の
た
だ
な
か
で
起
こ
 

 
 

 
 

ト
エ
 フ
ス
キ
ー
の
時
代
に
 
 
 

 
 

る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
 

 
 

げ
る
も
の
 

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
 

 
 

 
 

を
と
ら
え
た
相
応
的
な
 

 
 

 
 

え
る
。
 

 
 

期
は
神
 

 
 

に
も
と
づ
 

 
 

 
 

る
を
え
な
く
な
り
、
人
間
 

 
 

え
よ
う
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
 -
 
て
 ・
の
舌
口
葉
は
発
せ
ら
れ
 

 
 

 
 

そ
れ
を
自
己
自
身
へ
と
 
真
 

 
 

 
 

的
な
も
の
は
創
造
的
な
方
 

向
へ
 転
換
さ
れ
 ぅ
 る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

の
を
 問
 



第一部会 

    ぶ 教 

  頭 コが を 脱皮 。 へと 侍 @""   ・同 直前死の現 わ 変化 たな 月 

れ手はす い ・ と実た しの両はと 蛇紋て "  そりろ の上 ぅ 書 " 

  
ホ砿牡 

的 
田ひ 

Ⅱ 佳 
  
お 
げ 

生 、 一 @ ケ ウる p  。 直の 。 足     
ょ か 変 へな 

    
光 す る、 

て蛇義押 し 蛇 解 げが 儀 る 

のの的 蛇 空性 そ の てに " は 明て のみそ " 礼 " 蛇 
を態格 も神 相 鍵 だの 図 の 

仁 一 - 

いのをのや か特賦と英 反 す とい な。 中像 にを 木目 

  

か宗 う さ と い 措大 て ト 

 
 

食
用
と
す
 

 
 

多
い
。
 

 
 

類
 も
い
 

 
 

は
 姿
を
 

消
し
て
冬
眠
 し
、
 暖
か
く
な
る
と
再
び
姿
を
現
わ
す
。
 

 
 

し
た
 

 
 

三
叉
 の
 

 
 

t
 才
 @
 
イ
コ
 

 
 

な
 い
 場
合
 

 
 

す
る
。
 

 
 

で
あ
 

る
 。
攻
撃
は
素
早
い
。
 

 
 

群
れ
る
。
 

 
 

る
こ
と
 

は
 難
し
く
、
両
性
具
有
と
も
考
え
ら
れ
た
。
 

 
 

に
 怖
れ
を
 

 
 

生
得
的
 

・
本
能
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 

Ⅱ
分
析
し
 

 
 

態
で
、
 

 
 

は
 通
常
の
 

 
 

。
こ
の
こ
 

 
 

と
の
結
び
 

 
 

分
化
状
態
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在
 と
考
え
ら
れ
 

 
 

と
さ
れ
、
 

 
 

、
さ
ら
に
 

 
 

れ
た
。
 ま
 

 
 

え
る
こ
と
 

 
 

し
て
の
 舌
 

 
 

ら
 蛇
は
水
 

 
 

的
 側
面
を
 

 
 

イ
メ
ー
ジ
 

 
 

る
こ
と
 

 
 

よ
っ
て
 
一
 

 
 

の
 殺
害
者
 

 
 

 
 

 
 

り
、
生
 

 
 

い
 て
 、
そ
 

 
 

る
 両
義
的
 

 
 

の
の
全
体
 

 
 

体
 と
似
通
 

っ
て
い
る
。
 

小
林
恵
一
 

 
 

の
神
話
 

 
 

の
方
法
は
 

 
 

め
て
 近
 

 
 

と
 述
べ
て
 

 
 

い
 。
た
と
 

 
 

の
 実
在
 物
 

 
 

ず
さ
わ
る
 

 
 

し
 得
な
い
 

 
 

１
 の
片
Ⅱ
 

由
 

 
 

こ
の
 ア
フ
 

 
 

あ
る
が
、
 

 
 

る
な
ら
ば
 

 
 

わ
れ
る
 諸
 

 
 

語
の
全
体
 

 
 

存
在
し
た
 

 
 

は
 右
の
登
 

 
 

る
と
い
う
 

 
 

で
あ
る
。
 

神話の構 
ド "  止 ス " % 

分析マンド 

  の 

リ 方 

土泡 ミ 

  
方 
法 
  
  
限 

界 

(530) 50 



 
 

に
 「
媒
介
 

 
 

的
 位
置
、
 

 
 

す
る
も
の
 

 
 

生
 １
死
 

１
府
（
中
間
領
域
）
と
い
う
三
項
概
念
シ
モ
ハ
通
し
て
い
る
。
 

 
 

て
リ
 l
 

 
 

な
さ
れ
た
 

 
 

て
た
 堆
牌
壮
坦
 

 
 

ス
ト
ロ
ー
 

 
 

や
 神
話
の
 

 
 

る
が
、
 彼
 

 
 

神
話
ま
た
 

 
 

ト
ロ
ー
ス
 

 
 

者
と
し
て
 

 
 

密
な
テ
キ
 

 
 

共
通
の
概
 

 
 

あ
わ
せ
 用
 

い
つ
つ
作
業
を
進
め
て
い
る
。
 

 
 

キ
ス
ト
 

 
 

世
界
 

 
 

そ
の
変
異
 

 
 

い
て
お
り
、
 例
 

 
 

ィ
を
 

で
あ
り
、
個
々
 

探
る
行
き
 

論 と考 を構 造 る理何 とに時のこで とてのい くこ 5 9 " れ た右こ例 るの他方方 " も を 

  
効チこ語か反 にのとはせすにつ 者し コ ブ てがで時よ い、 あ に れ てちそり いの れジ 

  
わ記 な士 英 あ のる類上 号 に市 ン の え分を 
れ号いの 雄る 役な同の論 犠 のは 力 て析各 

構 う 舌押   
分 こ しを村老 ソ れ七 食 あ たて ル で も に 
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能
 と
な
 

 
 

 
 

 
 

四
つ
 

 
 

の
 巌
重
 

 
 

か
と
い
う
 

 
 

よ
り
深
い
 

 
 

の
み
示
教
的
 

 
 

構
 え
 、
 す
 

 
 

 
 

学
は
、
 

 
 

自
我
の
根
 

 
 

層
 心
理
学
 

 
 

の
 仕
方
で
 

 
 

と
目
的
を
 

 
 

も
と
で
 発
 

 
 

仰
 機
能
 

 
 

ハ
 
Ⅰ
の
円
目
 

ト
メ
ト
ハ
 

い
 

 
 

よ
っ
て
 自
 

 
 

結
果
、
 

磯
田
富
夫
 

第一部会 

宗教 

，む 

理 
学 
y プ し 

お 
げ 
る 

自 

我 
の 

問 
題 

 
 

う
 生
命
原
 

 
 

 
 

 
 

一
一
つ
の
 
対
 

 
 

 
 

る
と
と
も
 

棚
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
者
を
 

 
 

て
 K
 は
 自
 

 
 

適
応
で
あ
 

 
 

く
ま
れ
 

る
 。
 

 
 

定
 Ⅰ
 、
 

 
 

要
素
的
 機
 

 
 

投
影
は
盤
 

 
 

な
も
の
で
 

 
 

化
で
あ
る
 

 
 

男
性
性
 と
 

 
 

性
具
有
の
 

 
 

求
 で
あ
 

 
 

す
る
こ
と
 

 
 

圧
の
欲
求
 

で
あ
る
。
 

 
 

さ
れ
、
 

 
 

形
象
か
 

ら
 、
そ
の
 り
ビ
ド
 転
移
が
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

 
 

る
こ
と
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㏄
 主
岸
 ㏄
 由
 ）
 

 
 

 
 

 
 

係
 を
も
っ
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

形
で
あ
 

 
 

解
釈
 怯
め
 

 
 

 
 

 
 

ァ
 ：
の
形
 

 
 

性
 、
 H
 社
 

金
環
境
に
あ
て
は
ま
る
。
 

 
 

、
自
我
 

 
 

が
で
き
よ
 

ハ
 
ノ
 
ツ
 
。
 

 
 

本
態
度
 

 
 

）
、
 小
 
万
木
工
 

 
 

律
 の
な
い
 

 
 

。
 
げ
 ）
 
、
強
 

 
 

的
 逃
亡
者
 

 
 

（
 
田
 
ハ
ー
 ，
 

 
 

機
能
を
促
 

 
 

（
 
ヰ
ハ
 
汀
 
@
 
Ⅱ
 。
 

 
 

Ⅱ
Ⅴ
 
，
 
・
 
。
 

T
.
 

）
 
、
 

 
 

功
 さ
せ
る
 

 
 

。
 
田
 ，
Ⅱ
Ⅱ
）
。
 

 
 

 
 

 
 

安
藤
泰
 至
 

 
 

仁
り
 "
 八
万
 

 
 

学
は
、
そ
 

 
 

ス
を
 中
心
 

 
 

 
 

判
 の
ほ
こ
 

 
 

ト
の
同
あ
 

 
 

で
あ
り
、
 

 
 

が
あ
る
。
 

 
 

￥
は
 、
精
 

 
 

て
き
た
。
 

 
 

医
学
，
）
 
、
 

 
 

マ
ン
に
 よ
 

 
 

い
る
精
神
 

 
 

互
い
の
 無
 

 
 

ね
ね
ま
 

 
 

9
 
ふ
 る
た
め
 

 
 

こ
と
な
し
 

精
神
分
析
の
宗
教
的
文
脈
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数点 土 

  

  
曲私 本 臨 
と 

死 
  

ほ 体 
  験 
か Ⅰ・ ァ し 
な 
  

あ 、 

  庁り 

係 れ 

にあ 

ィ勾   
  
  
か 

本サ 紺 
勺 

@ こ 

つ 
要 
姜、 一 月 @ @ 

い 西 
て 

み 田 
万 Ⅰ ' 。 

憩隆 

  

 
 

ら
ず
、
 
宗
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
 断
念
す
 

 
 

く
も
の
で
 

 
 

示
教
を
単
 

 
 

ま
っ
た
 伝
 

 
 

古
代
 牲
を
 

 
 

学
者
が
さ
 

 
 

げ
る
自
ら
 

 
 

対
象
に
対
 

 
 

 
 

で
は
 た
 

 
 

精
神
分
析
 

 
 

こ
れ
は
 

 
 

と
し
て
と
 

    

  
間人に 宗 
は 間あ 教 
宇 の る 的 
宙ナ も 世 

主、 チ   
ばふ じ 梓ト 

(534) 54 



 
 

は
、
 死
ぬ
 

 
 

、
蘇
生
体
 

 
 

そ
の
臨
床
 

 
 

か
に
し
ょ
 

う
と
思
う
。
 

，
 

 
 

た
 人
格
 

 
 

は
そ
れ
を
 

も
と
に
臨
死
に
み
ら
れ
る
心
理
的
特
徴
を
分
析
し
た
。
 

 
 

や
 日
常
 

 
 

を
も
っ
て
 

 
 

満
た
さ
れ
 

る
 よ
 う
 に
な
っ
た
」
と
表
現
さ
れ
る
。
 

 
 

味
 と
使
 

 
 

が
 重
要
 

で
、
意
味
の
あ
る
も
の
に
な
っ
た
」
と
表
現
さ
れ
る
。
 

 
 

で
、
 落
 

 
 

い
い
人
間
 

 
 

れ
る
。
 

 
 

、
隣
人
 

 
 

ぅ
 も
の
。
 

 
 

表
現
さ
 

船
 

れ
る
。
 

 
 

し
て
お
り
、
 そ
 

 
 

か
る
。
 た
  

 

集
合
名
辞
 

 
 

は
そ
の
ま
 

 
 

し
て
四
つ
 

あ
げ
て
い
る
。
 

 
 

よ
り
 

 
 

の
 感
情
は
 

先
の
四
つ
の
分
類
の
①
や
③
に
著
し
く
表
現
さ
れ
る
。
 

 
 

連
続
性
 

 
 

で
 自
己
を
 

 
 

や
 ④
で
 表
 

現
さ
れ
る
。
 

 
 

無
限
に
 

 
 

先
の
 ③
 に
 

よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

我
 の
も
 

 
 

イ
ェ
ス
 、
 

 
 

徴
は
、
先
 

の
 ④
に
代
表
的
に
表
現
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

共
通
し
て
 

 
 

類
し
て
い
 

 
 

 
 

Ⅰ
「
 
 
 

 
 

、
臨
死
体
 
5
 

験
 に
お
け
る
人
格
変
化
の
特
徴
の
核
心
的
な
も
の
で
あ
る
。
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れい と 滅方 にが 
の う い 道を㈲ 認 、 、 平 口こ 根本こと うこ とい 簡単 往相 識と 」 こ ト 赤ゲ ぬ我 セ ま、 と、 うこ Ⅰ l こ と 虚ト種尭 、 身計で 、 は つ ・ レ 、     

わ騒 いた ァ 大ル 

ソ Ⅰ れ者以るは・ ての上 こ意デ 格のそ と「の   

え宗 らしのに 要宗フ 

  大宛る はて み 」 の 

恵根 

奄 、 拠     

生るで界でに 考の雑 
じか ・ あ が 見仏え者な 出 

問題   

秀   

格体 。 " " らな 「 
の験 宍人れど 人 
成に   
の ら 戎装 こ性義 

  

た 妻 帯 そ間臨 V 

もは の、                                     
がそ 似理死験ぅ 
あ の し的（者 ン 
ら体 て ま ニ の ク 

と さ か ににの己のか 底土 い解 帯板、 と 法王 精仏 にあ でで 

  

(536) 56 
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ア
 イ
 ソ
 ア
一
の
認
識
の
虚
構
性
に
触
れ
た
）
。
 

 
 

ら
の
 離
 

 
 

っ
た
 。
 し
 

 
 

ん
で
浄
土
 

 
 

還
相
な
 

 
 

ば
 は
か
り
 

 
 

こ
に
存
在
 

 
 

る
 。
こ
の
 

 
 

 
 

た
ま
た
ま
 

 
 

 
 

し
ろ
そ
れ
 

 
 

ね
 た
）
。
 

 
 

次
に
そ
 

 
 

の
 観
念
的
 

 
 

直
 に
立
つ
 

 
 

も
あ
り
、
 

 
 

実
践
す
る
 

 
 

諭
 し
か
 出
 

 
 

数
 行
信
 

 
 

い
 。
 私
 

 
 

 
 

る
 衆
生
と
 

 
  
 

か
り
な
き
 

 
 

則
を
試
み
 

に
 出
し
て
お
き
た
い
。
 

仁
 

河
東
 

 
 

な
わ
ち
 

 
 

も
た
な
い
 

 
 

れ
ゆ
え
、
 

 
 

己
 実
現
し
 

 
 

一
方
で
、
 

 
 

対
し
て
、
 

 
 

変
容
の
過
 

 
 

は
 「
頓
悟
 

 
 

れ
ず
、
 ま
 

 
 

み
ら
れ
る
 

 
 

元
型
と
意
 

 
 

ン
グ
ハ
 り
 ミ
口
 

 
 

み
た
い
。
 

 
 

我
 確
立
 

 
 

は
 、
自
我
 

 
 

す
る
時
 

 
 

え
な
か
っ
 

 
 

傾
向
を
 、
 

ユ
ン
グ
的
立
場
 よ
 り
見
た
禅
の
悟
り
 

宗
教
的
変
容
と
意
識
化
を
め
ぐ
っ
て
 

57 (537) 
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念
か
ら
一
義
的
な
概
念
が
 

生
ま
れ
て
く
る
め
げ
で
あ
る
。
 

期
 と
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

は
逆
 

 
 

状
態
 

 
 

 
 

義
 性
を
取
り
戻
す
こ
と
に
 

 
 

 
 

と
い
っ
た
人
生
前
半
に
お
 

 
 

 
 

さ
れ
、
一
義
的
な
も
の
が
 

 
 

 
 

性
が
高
次
な
形
で
再
現
さ
 

 
 

を
 通
し
て
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

に
 触
れ
 

 
 

に
な
る
。
  

 

厄
識
 の
こ
 

 
 

0
 １
 ウ
ロ
  

 

。
と
こ
ろ
 

ポ
 ロ
ス
」
と
名
づ
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
 

 
 

 
 

あ
り
、
本
来
の
心
は
無
 

 
 

無
意
識
は
 

 
 

ア
ア
と
 は
  

 

日
常
的
で
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
に
対
し
て
、
後
者
は
修
 

 
 

 
 

 
 

識
 ）
と
み
な
さ
れ
て
い
る
 

 
 

る
 。
 例
 え
の
で
あ
る
。
 

 
 

に
 関
し
 

 
 

容
 と
の
 関
  

 

刑
半
 に
お
 

 
 

的
 イ
メ
 一
 

 
 

 
 

た
 上
で
、
人
生
後
半
に
至
 

 
 

意
識
野
に
 

 
 

ね
 ち
、
 自
 

 
 

 
 

ロ
ボ
ロ
ス
状
態
を
実
現
 

 
 

 
 

さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
 

 
 

の
 意
識
は
 

 
 

用
に
よ
っ
 

(538) 58 
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。
物
へ
の
 

 
 

の
 呪
術
的
 

 
 

 
 

転
移
を
解
 

 
 

て
 自
我
 ｜
 

重
合
皮
 弘
 

 
 

徐
 後
の
 

 
 

的
 関
与
の
 

 
 

園
 」
の
 図
 

 
 

0
%
 
㌧
 岸
 ㏄
 

 
 

る
 。
 

 
 

あ
る
 神
 

 
 

・
動
物
か
 

 
 

ま
す
が
、
 

 
 

お
い
て
、
 

 
 

 
 

関
与
が
物
 

 
 

、
あ
く
ま
 

 
 

分
別
勅
 と
 

 
 

に
 到
達
 

 
 

ら
れ
る
の
 

で
あ
る
。
 

ユ
ン
グ
に
お
け
る
「
転
移
」
の
問
題
㈲
 

 
 

も
 示
す
）
。
 

 
 

も
あ
り
、
 

 
 

描
か
れ
 

 
 

Ⅱ
冥
界
の
 

 
 

体
 が
精
神
 

 
 

形
で
成
立
 

 
 

の
 喪
失
 状
 

 
 

内
容
の
統
 
59 (539) 

 
 

ぬ
 ・
構
成
 

 
 

 
 

両
者
は
、
 

自
己
１
世
界
の
断
絶
と
連
続
曲
が
問
題
に
な
る
。
 

 
 

に
 分
け
 

ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

ア
ニ
マ
 

 
 

図
 2
 の
 左
 

 
 

し
 、
日
常
 

 
 

3
 の
影
の
 

 
 

、
最
下
層
 

 
 

で
、
医
者
 

 
 

術
 で
は
 古
 

 
 

す
る
戒
め
 

 
 

含
め
た
 パ
 

｜
 ト
ナ
ー
と
し
て
の
生
身
の
人
間
の
必
要
性
に
関
わ
る
。
 

 
 

化
 過
程
 



合
 ・
神
秘
的
関
与
か
ら
の
解
放
が
問
わ
れ
る
。
 

 
 

明
の
力
点
が
あ
 

 
 

絡
む
か
ら
で
あ
 

 
 

み
 い
だ
さ
 

 
 

て
お
り
、
 

 
 

た
 心
の
内
 

 
 

げ
で
て
ぃ
 

な
 い
 の
で
、
図
 9
 、
皿
は
本
論
で
は
問
わ
れ
な
い
。
 

 
 

否
 ・
 理
 

 
 

第
二
の
結
 

 
 

神
話
化
的
 

 
 

あ
る
。
 錬
 

 
 

三
の
結
ム
口
 

 
 

の
後
は
 

 
 

は
 解
釈
す
 

 
 

ま
に
受
 け
 

 
 

 
 

の
 根
拠
を
み
て
と
っ
 

反
映
を
こ
 

 
 

に
よ
っ
て
 

 
 

性
 が
重
要
 

 
 

ウ
 ア
ド
 ク
 

 
 

と
 考
え
 

る
 。
 

 
 

 
 

り
 様
を
確
 

 
 

作
業
を
試
 

 
 

然
の
三
層
 

 
 

0
 世
界
 構
 

 
 

と
胸
部
と
 

 
 

世
界
構
造
 

 
 

部
 と
い
う
 

隠
 磁
的
関
係
を
も
っ
。
 

 
 

と
そ
れ
 

 
 

位
 が
あ
る
 

こ
と
を
以
下
に
論
じ
て
み
た
い
。
 

 
 

位
で
あ
 

 
 

へ
と
刺
戟
 

ぐ
る
二
つ
の
基
本
的
方
位
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
 

 
 

 
 

神
化
と
 

鎌
田
東
 二
 

 
 

、
ま
わ
 

 
 

場
所
を
め
 

神
秘
的
経
験
に
 お
 け
る
 

 
 

人
間
神
化
と
人
間
自
然
化
 

意
識
と
場
所
 

(540) 60 
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の
 プ
ロ
セ
ス
と
な
る
。
 

 
 

修
行
の
 

界
 に
人
間
が
近
接
し
て
い
こ
ち
と
す
る
方
位
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

を
人
間
神
に
向
か
わ
せ
 

 
 

さ
せ
る
こ
 

 
 

す
る
こ
と
 

 
 

 
 

せ
よ
 う
 と
す
る
。
そ
れ
 

 
 

る
 人
や
 風
 

人
間
が
近
づ
い
て
い
こ
 
う
 と
す
る
方
位
で
あ
る
。
 

 
 

徹
底
的
の
道
で
あ
る
と
い
え
る
。
 

 
 

 
 

よ
っ
 

 
 

通
過
す
 

 
 

 
 

、
す
な
わ
ち
無
念
無
想
の
 

 
 

 
 

そ
れ
を
通
し
て
、
頭
部
に
 

 
 

大
地
に
 ァ
 

こ
の
二
つ
の
基
本
的
方
位
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
 

 
 

や
 禅
の
経
 

 
 

 
 

ケ
テ
 

 
 

 
 

位
 に
位
置
づ
げ
ら
れ
る
の
 

ケ
セ
ド
 

ナ
 l
 

 
 

つ
い
に
は
 

 
 

そ
こ
で
 ヵ
 

 
 

成
の
プ
 ロ
  

 

人
体
を
し
 

 
 

 
 

さ
れ
る
よ
う
な
風
光
映
写
 

 
 

う
 な
人
間
 

 
 

、
 神
の
始
 

 
 

 
 

元
は
 、
食
作
法
と
言
語
 作
 

 
 

首
打
 坐
の
 

 
 

ち
 上
げ
、
 

 
 

ほ
 か
る
。
 

 
 

体
系
は
 、
 

 
 

て
 人
体
を
 

 
 

 
 

 
 

体
 に
向
か
っ
て
身
心
政
則
 

 
 

 
 

開
い
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

る
 世
界
 

 
 

識
の
変
成
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葉 5 倍 市 えれの 我で 様取 しそに 

  

  

現 

｜民 代 社会 

間 に 

  

  

  

  

  
  

"  死 

かりと こつ ｜ 

し い 
て て 

l 目 

考 
察 

 
 

つ
の
基
本
 

  

 
 

と
い
う
 予
 

 
 

 
 

 
 

る
 葬
式
の
 

 
 

か
 。
野
辺
地
 

 
 

し
 、
そ
の
 

 
 

し
 、
事
務
 

 
 

合
理
化
に
 

り
た
 
{
 し
 

 
 

さ
ら
に
は
 

 
 

な
ど
の
 

 
 

よ
る
宗
教
 

0
 合
理
化
の
一
端
が
表
面
化
し
た
も
の
と
 
い
 え
 よ
う
 。
 

 
 

合
理
 

 
 

は
 盛
況
を
 

生
む
と
い
う
立
場
が
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

養
 も
そ
 

 
 

伊
勢
市
朝
 

 
 

ら
れ
る
。
 

 
 

タ
イ
プ
 

 
 

親
族
が
集
 

 
 

い
う
も
の
 

 
 

き
る
。
 朝
 

 
 

ぬ
 域
の
死
 

 
 

 
 

か
ら
考
え
 

 
 

る
と
い
う
 

 
 

都
市
化
が
 



第一部会  
 

ら
な
い
。
 

 
 

の
 進
行
 

宗
教
調
査
の
方
法
 

 
 

と
し
て
の
 

 
 

対
象
と
主
体
と
の
対
話
 ｜
 

1
 

 
 

な
 死
者
 儀
 

 
 

退
を
辿
っ
 

島
田
裕
巳
 

 
 

が
 強
化
さ
 

 
 

た
の
で
は
 

 
 

ぬ
 裂
果
 

 
 

者
に
対
ず
 

 
 

題
さ
れ
た
 

 
 

な
し
て
い
 

 
 

村
に
 

 
 

 
 

試
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
 

 
 

 
 

問
題
を
提
起
す
る
結
果
と
 

 
 

え
る
な
ら
 

な
っ
た
。
 

 
 

っ
て
祭
ら
 

 
 

過
程
を
 

 
 

 
 

た
が
、
今
回
の
「
村
の
宗
 

 
 

い
は
解
体
 

 
 

て
 重
要
な
 

 
 

 
 

過
程
に
関
し
て
は
、
村
の
 

 
 

呪
術
性
を
 

 
 

。
村
は
 、
 

 
 

か
 。
と
す
 

 
 

な
 存
在
を
 

 
 

 
 

を
 果
た
す
こ
と
が
宗
教
に
 

 
 

同
の
祭
り
 

 
 

す
る
。
 し
 

 
 

出
し
た
り
 

 
 

第
 に
困
難
 

 
 

 
 

政
村
 と
し
て
拡
大
す
る
こ
 

 
 

な
る
か
ら
 

 
 

ら
れ
る
。
 

 
 

る
 新
興
 ゎ
ホ
 
63 (543) 



第一部会  
 

し
ろ
、
 村
 

0
 分
裂
の
象
徴
へ
と
変
化
す
る
。
 

 
 

し
て
 自
 

 
 

る
が
、
 村
 

 
 

る
の
が
、
 

 
 

世
俗
儀
礼
 

 
 

め
ら
れ
、
 

 
 

っ
て
 、
村
 

 
 

を
 担
 う
消
 

 
 

う
い
っ
た
 

 
 

が
 、
世
俗
 

 
 

し
て
自
律
 

 
 

あ
る
い
は
 

再
生
さ
れ
る
）
の
で
あ
る
。
 

 
 

側
の
問
 

 
 

人
 に
と
っ
 

 
 

。
 村
 と
い
 

 
 

と
の
接
触
 

 
 

が
 離
脱
 

 
 

は
 同
じ
 村
 

 
 

が
 変
化
す
 

 
 

も
あ
れ
 

 
 

関
心
を
持
 

 
 

の
 一
別
 
に
 

天
 

才
 サ
 

た
自
 

強
さ
 

薄
井
 
駕
子
 

 
 

の
レ
 
コ
 」
 

 
 

辿
っ
 

 
 

求
 め
 

 
 

妻
と
 

女
性
教
祖
の
分
析
的
考
察
 

 
 

間
 が
出
現
 

す
る
。
 

 
 

化
さ
れ
 

 
 

こ
と
は
、
 

 
 

が
村
 と
の
 

 
 

立
 す
る
 要
 

 
 

れ
て
、
 幻
 

 
 

間
 に
一
旦
 

 
 

者
の
意
識
 

 
 

え
た
現
実
 

 
 

及
ぼ
す
の
 

で
あ
る
。
 

 
 

も
に
、
 

自
己
を
新
た
に
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
 

(544)  64 



第一部会  
 

か
か
り
、
 

 
 

悩
み
か
ら
 

 
 

。
神
が
か
 

 
 

な
 宗
教
的
 

 
 

と
い
う
た
 

 
 

イ
デ
ン
テ
 

 
 

た
が
、
 語
 

 
 

を
 深
め
て
 

 
 

要
 な
位
 

 
 

フ
 p
 セ
ス
 

 
 

自
己
認
識
 

 
 

展
開
す
る
 

 
 

に
 満
ち
た
 

 
 

、
女
性
 

 
 

と
し
て
 自
 

 
 

て
も
追
求
 

 
 

 
 

ム
ロ
 
、
「
 下
 

 
 

か
ら
劇
的
 

 
 

体
 と
な
っ
 

 
 

や
 自
己
認
 

 
 

、
 神
と
の
 

 
 

す
る
も
 

 
 

れ
た
り
、
 

 
 

未
分
化
的
 

 
 

著
に
見
 

 
 

来
 の
も
っ
 

 
 

伝
統
の
表
 

 
 

論
究
 か
 

 
 

」
と
関
わ
 

 
 

本
の
社
会
 

 
 

、
 ㈲
日
本
 

 
 

求
め
ら
れ
 

舐
 

 
 

ス
マ
 の
 持
 
 
 

 
 

 
 

く
 存
在
し
 

佳
 
、
 
走
 

島
薗
 

宗
教
的
指
導
者
崇
拝
と
現
代
社
会
 

 
 

と
の
関
係
 

 
 

い
っ
た
。
 

 
 

様
に
心
性
 

 
 

の
 信
仰
を
 

 
 

て
 完
成
す
 

 
 

の
め
示
教
的
 

 
 

ち
の
特
性
 

 
 

桂
の
証
明
 

0
 基
盤
に
あ
る
と
い
え
 よ
う
 。
 



第一部会 

て
 ぎ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
 

 
 

）
と
か
ら
 

 
 

 
 

あ
る
と
い
う
可
能
性
で
 

 
 

日
本
だ
 け
 

あ
る
。
 

 
 

響
 を
受
 け
 

 
 

ホ
教
 指
 

 
 

 
 

た
 。
こ
れ
ら
の
国
で
は
 
国
 

見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

威
の
 
「
 民
 

 
 

 
 

は
 民
衆
の
宗
教
意
識
だ
 

 
 

化
の
潮
流
 

 
 

タ
レ
ン
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

④
伝
統
 

 
 

と
い
う
 

 
 

（
以
上
、
  

 

教
の
指
導
 

 
 

 
 

去
の
人
物
へ
の
崇
拝
 と
現
 
 
 

 
 

強
く
、
し
か
も
そ
れ
が
 
多
 

 
 

 
 

な
 聖
な
る
も
の
の
仮
の
現
 

 
 

 
 

の
も
の
と
し
て
の
人
物
へ
 

 
 

 
 

が
 強
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
 

 
 

 
 

化
 、
宗
教
伝
統
の
特
徴
に
 

深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
は
い
 
う
 ま
で
も
な
い
。
 

 
 

る
 。
 

 
 

教
の
中
 

ポ
ビ
ュ
ラ
 

l
 

 
 

流
れ
が
 存
 

 
 

を
 演
じ
て
 

 
 

ぜ
 ）
。
 ゥ
 

 
 

義
 的
な
 西
 

 
 

宋
文
化
が
 

(546) 66 



菅
井
大
粟
 

 
 

地
主
義
 

 
 

ム
 
百
は
次
元
 

 
 

化
で
も
あ
 

 
 

化
を
抑
圧
 

す
る
。
 

 
 

味
 が
あ
 

 
 

題
 で
あ
 

 
 

ぅ
 印
度
数
 

 
 

敵
 な
社
会
 

 
 

ロ
レ
 
け
目
Ⅰ
 

ハ
し
 

p
 

由
 0
 コ
す
 よ
 も
銭
 で
あ
る
と
論
じ
た
。
 

 
 

ン
と
 

 
 

義
を
宗
教
 

 
 

数
 間
の
 対
 

話
の
促
進
と
し
て
の
世
俗
化
と
し
て
求
め
た
。
 

 
 

一
面
に
お
い
て
 

 
 

る
 。
そ
の
「
 成
 

 
 

0
.
 出
 。
 の
 

世
俗
社
会
の
宗
教
 

１
１
キ
リ
ス
ト
教
の
場
合
 

ガ
 目
色
 オ
は
 
の
ず
色
 
0
 日
の
語
で
表
現
し
た
。
 

 
 

埋
め
ム
口
 

 
 

す
る
人
間
 

 
 

説
い
た
。
 

 
 

で
あ
る
と
 

 
 

そ
し
て
 

 
 

に
は
世
俗
 

 
 

神
の
死
 神
 

 
 

ァ
 一
 な
革
 

食
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
基
礎
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
 

 
 

日
 目
を
 

 
 

に
 応
用
し
 

 
 

っ
て
人
間
 

 
 

世
俗
主
義
 

と
世
俗
化
の
間
を
区
別
し
た
。
 

 
 

数
 に
 

 
 

進
化
論
的
 

 
 

・
 ヰ
 
0
 メ
ン
Ⅱ
 

目
ツ
、
 

 
 

則
 し
た
 世
 

 
 

倫
理
の
問
 

 
 

力
 と
す
る
 

 
 

者
 も
あ
る
。
 

鱗
 
7
 

 
 

 
 

と
さ
れ
 

 
 

 
 

 
 

適
用
さ
れ
 



 
 

し
て
、
 

中
村
圭
 志
 

 
 

ら
か
な
 ょ
 

 
 

そ
の
倫
理
 

 
 

実
例
で
、
 

 
 

る
 歴
史
的
 

 
 

オ
ク
ラ
シ
 

 
 

は
 オ
ン
 ト
 

 
 

放
す
る
 世
 

 
 

の
 古
代
的
 

 
 

ル
 l
 フ
 

 
 

し
た
事
に
 

 
 

リ
 ラ
デ
ィ
 

 
 

M
.
M
 

 
 

の
 影
響
を
 

一
方
的
見
解
と
し
て
批
判
し
た
。
 

R
.
N
.
 

べ
 
ラ
ー
と
個
人
主
義
 

第一 

が
あ
る
。
 

 
 

0
 の
Ⅱ
い
 

の
 せ
 

部会  
 

毛
 ：
 乙
 

 
 

O
C
i
e
 

侍
せ
 
Ⅰ
 

主計 

  

，よ れう 」 

    

(548) 68 



第一部会  
 

政
治
的
 

 
 

盾
の
改
革
 

 
 

へ
と
向
か
 

 
 

に
 与
え
 も
 

 
 

あ
っ
て
 

 
 

と
い
う
も
 

 
 

現
神
話
 へ
 

 
 

0
 集
団
一
 

致
的
 共
同
体
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
も
流
行
し
て
い
る
。
 

 
 

て
は
い
 

 
 

な
け
れ
ば
 

 
 

人
ほ
自
分
 

 
 

そ
の
弱
点
 

 
 

な
ら
な
 

 
 

共
同
体
に
 

 
 

家
 規
模
・
 

 
 

日
 、
地
域
 

 
 

フ
 ー
の
 考
 

 
 

る
よ
う
 

 
 

積
極
的
に
 

 
 

え
 、
世
界
 

 
 

フ
 一
の
 個
 

人
主
義
で
あ
る
。
 

 
 

的
な
 ィ
 

小さな共同体   地球規模の共 
の 意識 同体の意識 

のあ るべき   

PRIMI TIVE                                                                   

関係 
宇宙論的 神 共同体を赳 ぬ 面的信仰自己の 属す 

識 自己の意緊密に 言舌によってえるもののとしての 統合ビジョン 越的 ビジョの信条を 超る小 共同体 カ 
ッコ にいれ 

個人の自己 された共同 体の秩序 浬穏 ( 超越 あ 神 の世 、     て 、 世界の 
e.tC. コ   

伝統的な信条の 世界   

 
 

。
そ
れ
は
 

 
 

ぃ
が
 、
今
 

 
 

で
よ
、
。
 
十
ん
・
 

レ
 

 
 

示
教
進
化
 

論
 」
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
（
図
参
照
）
。
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宗
教
の
多
元
化
現
象
を
 

学
者
・
神
学
者
た
ち
は
、
 

度
 の
う
ち
に
込
め
ら
れ
て
 

め
て
い
る
。
歴
史
に
働
 
ら
 

な
 キ
リ
ス
ト
教
的
信
念
に
 

め
て
い
る
。
た
と
え
ば
 
ヵ
 

徒
 」
と
い
う
考
え
を
提
唱
 

理
 に
向
か
う
彼
ら
の
熱
心
 

の
道
に
あ
る
も
の
と
認
め
 

キ
リ
ス
ト
教
の
外
に
も
 救
 

人
々
の
間
に
も
救
い
は
 
生
 

の
 主
張
で
は
あ
る
。
し
か
 

「
こ
の
名
に
よ
る
以
外
に
 

と
を
穏
や
か
に
述
べ
た
だ
 

ほ
か
な
ら
な
い
。
 

宗
教
的
包
括
論
は
 
、
要
 

他
の
宗
教
的
伝
統
に
属
す
 

り
を
ま
わ
っ
て
い
る
と
 
考
 

と
え
ば
キ
リ
ス
ト
教
が
 
信
 す

る
に
穏
や
か
な
排
他
論
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
 

る
諸
信
仰
が
自
分
の
属
す
る
特
定
信
仰
の
ま
れ
 

え
る
独
善
主
義
で
あ
る
。
あ
る
特
定
則
 
教
 、
 た
 

仰
の
中
心
で
あ
り
、
他
の
信
仰
は
離
れ
た
距
離
 

間
瀬
替
 允
 

前
に
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
に
属
す
る
 
哲
 

陰
 々
に
で
は
あ
る
が
、
自
分
た
ち
の
実
践
的
 
態
 

い
る
哲
学
的
・
神
学
的
洞
察
を
定
式
化
し
は
じ
 

く
 神
の
活
動
と
い
う
宗
教
的
自
覚
を
、
伝
統
的
 

か
み
合
わ
せ
る
し
か
た
で
執
心
に
思
考
し
は
じ
 

 
 ル
 ・
ラ
ー
ナ
ー
は
、
「
無
名
 の
 キ
リ
ス
ト
教
 

し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
以
外
の
信
徒
た
ち
も
 
真
 

の
ゆ
え
に
、
神
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
神
の
救
 
い
 

ら
れ
 ぅ
る
、
と
 舌
ロ
 
ぅ
 。
こ
の
考
え
は
、
確
か
に
 

い
は
あ
る
、
キ
リ
ス
ト
の
名
を
知
ら
ず
に
い
る
 

じ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
認
め
る
、
と
い
う
包
括
論
 

し
 、
こ
の
包
括
論
 は
 排
他
性
を
前
提
に
し
て
、
 

救
い
は
な
い
 
之
 0
0
 

手
の
Ⅱ
日
日
 

陛
 」
と
い
う
こ
 

げ
の
、
い
 わ
ゆ
る
「
穏
や
か
な
排
他
主
義
」
に
 

会
 

 
 

第
 

 
 

る
 考
え
 

 
 

 
 

 
 

の
 誤
り
で
 

 
 

 
 

 
 

ト
 中
心
か
 

 
 

と
と
も
 

 
 

と
す
る
 認
 

 
 

り
 宗
教
 哲
 

 
 

 
 

 
 

キ
リ
ス
 

 
 

た
の
で
も
 

 
 

て
 、
す
べ
 

 
 

う
 い
 5
 強
 

 
 

の
う
ち
で
 

 
 

「
こ
の
 冬
 

 
 

疑
問
符
を
 

 
 

の
で
あ
 

る
 。
 

 
 

く
の
 名
 

 
 

れ
は
か
 

 
 

英
国
に
お
 

 
 

国
が
最
早
 

 
 

あ
り
え
な
 

 
 

象
を
前
に
 

 
 

か
、
ね
 
本
曲
私
 



第一 " 会  
 

れ
る
デ
 イ
 

 
 

ず
れ
の
 信
 

 
 

放
と
至
福
 

 
 

，
と
い
，
 

ヮ
 

 
 

万
 的
で
あ
 

 
 

の
た
め
 

 
 

9
 人
間
が
 

 
 

は
 区
別
さ
 

 
 

に
は
神
 そ
 

 
 

実
在
で
あ
 

 
 

一
層
大
き
 

 
 

を
 満
た
す
 

 
 

念
 、
つ
ま
 

 
 

で
 非
有
 神
 

 
 

と
し
て
 捉
 

 
 

で
 非
人
格
 

 
 

で
あ
る
 ょ
 

う
 に
思
わ
れ
る
。
 

 
 

n
o
 
Ⅱ
 
ヒ
 

 
 

「
 ぬ
枕
 
ム
ロ
 
的
 

 
 

る
人
類
の
 

 
 

に
 直
面
し
 

 
 

と
を
 避
 

 
 

る
こ
と
 理
 

解
す
る
こ
ど
を
目
指
し
て
い
る
。
 

 
 

口
 の
世
 

 
 

い
よ
 そ
の
 

 
 

力
 
（
日
本
 

 
 

で
な
く
 世
 

 
 

も
の
に
な
 

 
 

を
 
含
め
 

 
 

っ
て
 い
 

 
 

る
 。
そ
れ
 

 
 

 
 

る
が
、
地
肌
 

 
 

 
 

で
あ
る
と
 

 
 

 
 

 
 

未
開
 人
 」
 

荒
木
美
智
雄
 

エ
リ
ア
ー
デ
の
全
体
的
解
釈
学
と
 

宗
教
学
の
課
題
 



第一部会 

 
 

 
 

 
 

的
な
諸
 

価
 

 
 

野
蛮
な
 

 
 

々
が
歴
史
 

 
 

在
の
学
問
 

 
 

り
 、
日
本
 

の
 
状
況
に
も
あ
て
は
さ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

も
の
、
 

 
 

も
 、
そ
こ
 

 
 

に
 理
解
し
 

 
 

、
宗
教
学
 

 
 

 
 

 
 

｜
デ
の
 

 
 

さ
せ
る
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" 古 """ 立 ' ハ " 

角
田
幸
彦
 

 
 

形
而
上
 

 
 

上
半
を
樹
 

 
 

的
形
態
 

 
 

 
 

 
 

（
特
殊
 
形
 

 
 

あ
る
。
 ｜
 

 
 

は
ど
こ
ま
 

 
 

義
の
生
滅
 

 
 

て
い
る
 天
 

 
 

滅
 的
理
性
 

 
 

と
の
で
き
 

 
 

に
か
っ
 
領
 

 
 

る
最
 究
極
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

工
学
は
当
惑
 

 
 

第
二
部
会
 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
実
体
論
に
お
け
る
 
神
 

 
 

こ
の
視
座
 

3
 

 
 

 
 

数
か
ら
 糸
 

 
 

 
 

そ
れ
な
く
 

 
 

 
 

と
い
，
 っ
こ
 

 
 

 
 

と
な
ら
な
 

  

 
 

て
の
 存
 

 
 

 
 

の
 論
理
構
 

 
 

に
 発
展
 史
 

 
 

し
ま
う
の
 

 
 

古
代
ギ
リ
 

 
 

想
 だ
も
し
 

 
 

 
 

ア
リ
ス
 

 
 

行
き
過
ぎ
 

 
 

ほ
 な
く
、
 

 
 

究
 さ
れ
て
 

い
る
こ
と
を
 虹
税
 す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
 

 
 

）
の
 四
 

 
 

え
る
も
の
 

で
あ
る
。
 

 
 

は
 原
理
 

 
 

。
原
理
や
 

 
 

か
も
存
在
 

 
 

得
な
い
。
 

 
 

ぅ
 の
と
は
 



第二部会  
 

0
 人
 い
 な
 

 
 

目
さ
れ
る
 

 
 

て
の
数
）
 

 
 

ア
 ）
で
も
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

ヰ
キ
 
貝
ト
斤
 

 
 

と
し
て
 生
 

 
 

そ
し
て
こ
 

 
 

る
 働
き
で
 

 
 

ゆ
く
の
で
 

 
 

で
あ
る
。
 

M
 、
は
巻
 8
 章
）
 

 
 

種
的
限
 

 
 

の
 内
在
 形
 

 
 

Ⅱ
㌧
土
エ
 

ハ
 
M
W
 
占
ハ
 

 
 

行
っ
て
 

 
 

実
体
の
連
 

 
 

 
 

い
る
の
で
 

あ
る
。
 

る ン ののか機変ル メ   畦 ら る・想 の 

岡
村
康
夫
 

 
 

想
 展
開
 

問
題
か
ら
整
理
し
て
み
た
い
。
 

 
 

グ
の
思
 

 
 

と
 考
え
 

 
 

の
み
な
 

 
 

の
 可
能
 

 
 

へ
｜
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

性
質
の
 

 
 

底
 」
 の
 

 
 

な
る
 神
 

 
 

題
 、
悪
 

 
 

に
無
底
 

思
想
の
佃
 穿
 と
な
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
 

 
 

シ
ェ
リ
 

 
 

一
に
す
 

 
 

い
 以
前
 

後
期
シ
ェ
リ
ン
グ
と
べ
 ｜
メ
 

へ
 l
.
 
メ
の
 
ロ
ア
 占
ソ
 
ロ
耳
 
ノ
 ㌔
に
に
就
い
 ナ
 
Ⅰ
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第二部会 

はで捉た 関性 l フ 大 立な 核ェ し めたか 

  

ろ は """ ，む か れそと中れ がれ ぃ心 て こ の ン傲たセ グ 慢のっ と つ 来ぅぽ、 る。 想がるとに グあ 一時   
そ 内の 精で 方 てれ く 限ベチ に 波 ちの シ諭 し し 

    
    
ス 

    
済々 論人 ハ か そ れ官 う 
            ト は葉 
な のに直が 
出使 あ に あ Ⅱ 佳     

" 口 圭ヨ 后ヲ i 

中す開る な う 達落   
ら 界の」の   
75           



 
 

初
め
 レ
二
 
二
ロ
 

が
あ
 

 
 

グ
は
 創
世
記
の
 

 
 

を
分
 げ
ら
 

 
 

解
 の
 該
 

 
 

の
 根
本
的
 

 
 

何
を
物
語
 

 
 

の
 創
造
 

 
 

す
る
立
場
 

 
 

れ
る
こ
と
 

 
 

は
人
の
世
 

 
 

に
又
 、
被
 

 
 

り
 出
す
者
 

 
 

語
ら
れ
 

 
 

原
 像
が
存
 

 
 

（
Ⅰ
 
婁
目
 。
 
の
 

肚
 0
 へ
）
 

 
 

」
 の
 

 
 

耳
目
 
曲
帥
 
0
"
 

 
 

る
 。
神
の
 

 
 

を
 媒
介
と
 

 
 

。
し
か
し
 

 
 

ァ
が
 神
の
 

 
 

種
 0
4
 デ
  
 

化
さ
れ
、
 

 
 

 
 

 
 

で
あ
る
の
 

 
 

 
 

ト
マ
ス
に
 

鮒
 

 
 

の
 創
造
 原
 

 
 

ぅ
 存
在
論
 

 
 

合
は
救
済
 

 
 

本
質
的
に
 

 
 

て
の
御
言
 

 
 

神
の
一
切
 

 
 

れ
る
。
 但
 

 
 

口
ぎ
日
は
 

 
 

」
と
に
あ
 

る
 。
 

 
 

神
の
全
 

 
 

で
あ
り
、
 

 
 

べ
て
包
み
 

 
 

え
、
 更
に
 

 
 

な
力
 そ
の
 

 
 

徹
尾
 貫
か
 

 
 

～
 
臣
 ヒ
リ
 
一
 

 
 

方
で
は
あ
 

 
 

の
 
0
 臣
 ご
ロ
 
ロ
曲
 

と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
く
。
 

 
 

し
め
ら
 



 
 

づ
ド
 

。
 
ミ
，
ひ
 

薄
れ
・
 

 
 

で
，
ル
ス
 

だ
 
Ⅱ
 
隠
ぬ
 

Ⅰ
㍉
い
 

（
 
R
 
と
略
 

実
 

玉
井
 

ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
断
篇
 L
 を
め
ぐ
っ
て
 

レ
ッ
シ
ン
ガ
 ノ
 ハ
 
ツ
日
 ハ
ノ
オ
ル
フ
ェ
 

 
 

こ
ん
だ
 

 
 

と
し
て
 

 
 

対
し
、
後
 

 
 

げ
る
神
の
 

 
 

在
り
方
を
 

 
 

ず
る
神
と
 

 
 

ル
ト
 の
 一
 

 
 

題
も
彼
の
 

 
 

ろ
 う
 。
 

 
 

元
に
 

 
 

次
の
様
に
 

 
 

で
 故
宮
 

 
 

あ
る
。
」
 

 
 

る
 場
は
 

 
 

ハ
 
ノ
 
ツ
 
。
 

 
 

ま
の
 ）
と
、
 

 
 

Q
 総
べ
ま
 

 
 

篇
を
取
り
 

 
 

の
で
あ
 

る
 。
 

 
 

与
 れ
 。
。
 
"
 

 
 

を
 批
判
し
 

 
 

す
べ
 き
 も
 

 
 

蛙
 さ
を
 非
 

 
 

価
値
と
、
 

 
 

す
る
必
要
 

 
 

、
善
、
 そ
 

 
 

時
の
革
新
 

的
 神
学
、
ネ
オ
ロ
ギ
ー
 
的
 思
考
に
類
似
し
て
い
た
。
 

 
 

属
し
、
 

 
 

ぬ
 0
 面
櫛
 

 
 

。
そ
れ
は
 

 
 

示
の
補
足
 

 
 

で
、
啓
一
小
 

 
 

不
才
 ロ
ギ
 

 
 

ま
で
及
ん
 

 
 
 
 
 
 
 
 

だ
が
、
そ
の
件
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
 

 
 

 
 

啓
示
 
7
 

 
 

の
 啓
示
 概
 

7
 



 
 

 
 

 
 

か
よ
う
な
神
学
 

 
 

て
 理
性
と
 

 
 

か
っ
た
。
 

 
 

統
 信
仰
 へ
 

 
 

理
 主
義
の
 

 
 

反
論
す
べ
 

ぎ
 論
拠
を
方
向
付
け
た
も
の
と
い
え
 よ
う
 。
 

 
 

由
い
 
さ
Ⅱ
Ⅱ
 

e
 

 
 

ぉ
 で
、
 R
 

 
 

て
 、
そ
の
 

 
 

正
な
 啓
示
 

 
 

力
 な
証
 臣
 
二
口
 

 
 

出
現
し
 

 
 

本
来
の
福
 

 
 

み
示
班
秘
 

め
ぬ
 
日
 

 
 

し
て
い
 

こ
 
ヰ
ハ
 
。
 

 
 

啓
示
 概
 

 
 

る
 。
 L
 は
 

 
 

発
展
と
進
 

 
 

っ
た
 対
照
 

 
 

時
に
あ
っ
  

 

た
ち
の
間
 

 
 

く
 行
わ
れ
 

て
い
る
。
 

 
 

体
 ・
 属
 

 
 

る
か
ら
で
 

 
 

し
て
い
 

n
 
Ⅰ
 @
 

 
 

も
か
か
わ
 

宗 いた 信宗 な 軸 ぅ あ て 

つ ト   
て ッ 

ド 更精 L 
菱   

彼の個 この 判硬げあ 
木 

政 

晴   

る て し 確て 理機ので 
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と
し
て
の
縁
起
坐
と
が
 
相
 

 
 

意
味
で
無
 

応
 す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

な
い
も
 

 
 

こ
と
に
 深
 

（
 
宕
 U
 
）
 

@
4
 
）
 

 
 

、
 無
 方
向
 

い
 興
味
を
感
じ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

白
な
自
 

 
 

る
こ
と
は
  

 

で
も
が
 無
 

 
 

な
も
の
と
  

 

ば
 み
ら
れ
 

 
 

」
と
い
う
 

@
7
 
）
 

 
 

 
 

と
 歴
史
的
意
識
の
欠
如
が
 

は
な
く
、
一
切
の
も
の
を
現
象
さ
せ
る
原
理
で
も
あ
る
。
 

 
 

べ
き
 
ハ
 l
 

 
 

 
 

 
 

を
 仏
教
思
想
と
比
較
し
 

 
 

 
 

 
 

逆
的
 ・
非
対
称
的
で
あ
る
 

ハ
 
0
0
 
）
 

 
 

え
る
。
こ
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
 

 
 

円
目
㏄
の
目
口
  

 

想
 の
 再
 

 
 

同
一
性
を
 

構
成
を
試
み
た
い
と
考
え
る
。
 

保
ち
っ
づ
け
る
「
実
体
」
の
存
在
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
 

ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
る
。
 

 
 

に
お
い
 

 
 

新
し
さ
 

 
 

 
 

い
と
し
て
働
く
こ
と
」
と
 

 
 

 
 

因
位
・
法
蔵
菩
薩
の
願
 と
 

 
 

）
，
と
い
，
≦
 

対
照
さ
せ
る
こ
と
。
 

 
 

な
ね
 ち
、
 

 
 

見
出
さ
 

 
 

（
 
良
り
 

w
 

 
 

と
い
う
こ
 

辮
 

空
と
 創
造
性
が
相
応
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

げ
る
「
観
念
の
冒
険
」
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
の
浄
土
論
の
再
検
討
を
 



 
 

え
る
に
 

 
 

 
 

 
 

に
も
か
か
 

 
 

、
そ
れ
が
 

木
村
勝
彦
 

1
.
 
ヵ
ン
ト
 に
お
け
る
虹
の
間
 題
 

対
照
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

。
㌧
㏄
醒
が
㌧
㏄
 

脂
 u
@
 

一
 

卜
牙
 の
 
口
 （
 
口
 （
の
 

s
 
o
H
 
 

Ⅱ
 
口
 e
a
 

の
。
Ⅱ
 

巾
薄
 

㌧
比
な
ど
。
 

第
 

（
 2 ）
㌧
 r
o
c
 

の
の
の
 

鮭
刃
 史
生
 
臣
 y
,
 

（
同
一
）
㌧
 

め
 ）
 

 
 

ヘ
ッ
ド
 

 
 

 
 

い
る
。
 

（
 4 ）
㌧
 r
o
c
 
窃
鱗
刃
 ハ
 
%
 ざ
 ）
。
㌧
㌣
 

（
 5 ）
 
下
 （
 
o
c
 

の
の
の
体
力
の
と
 

甲
 。
㌧
 め
ト
 

 
 

（
西
山
 

学
報
㌍
）
参
照
。
 

 
 

へ
｜
ジ
 

な
ど
参
照
。
 

 
 

）
」
。
 

乙
の
 

し
 

す
 Ⅱ
 
い
 の
 
オ
リ
 Ⅰ
Ⅰ
む
印
 

ぺ
 ・
 甲
 @
 
Ⅱ
 
e
 
の
の
・
Ⅱ
）
 

ト
 0
 の
 

直に 観 " 消 ぅて " 性は前はを に「 者 " 異をとし八三 虹 と 在第空しのたか 虚て虹る 無さめ 提始超 越無ン 力 

  

こす 己数 あ る と 対 げそ 四 
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可
能
と
は
 

さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
 

 
 

あ
り
、
 

 
 

直
接
的
に
 

 
 

カ
ン
ト
 

 
 

に
手
 ，
ぇ
 
」
 

 
 

反
省
に
 ょ
 

 
 

「
純
粋
 

 
 

合
駒
原
則
 

 
 

ま
う
 の
で
 

 
 

の
 領
域
」
 

 
 

経
験
可
能
 

 
 

る
 。
そ
し
 

 
 

た
 「
わ
れ
 

わ
れ
に
と
っ
て
は
 虹
ぶ
 
・
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
 

 
 

っ
て
 阿
 

 
 

ト
が
 念
頭
 

 
 

或
い
は
 

 
 

れ
の
経
験
 

 
 

さ
え
言
わ
 

 
 

系
的
 統
一
 

を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
 

 
 

も
の
と
 

 
 

理
性
の
知
 

例も現がた 理す と 

かのさ 常る 力論る 、 「 ててもない 常 そ、 営てイて在射 ハし 実の 

も 時 道 はお 証善理 

  

。 在で   

  

    

寛実の表率的 原 と ・ 一 

力 にれ ヌ み 「 デ 確が 程 

  

迫 る しにあ こ 力 いざ た 

な さ   

ホ鵬笘 領 ト をて 論い 頒 て 

十一 ト ｜ 

域 の 侯 。 い的て或い 
へ の 確たる反ななる 信 なが 省 さこ。 

眼 差は に い 。 虹 " をれそ 『 て " 換 言 
し 揺しの 純ぃ確す 

  

つ しで 的お ・ と 的 

81 (561) 



 
 

格
の
尊
重
 

 
 

絶
対
的
・
 形
而
 

 
 

か
ら
自
己
の
行
 

 
 

つ
と
こ
 

 
 

し
 絶
対
的
 

 
 

て
 成
立
す
 

 
 

故
に
 、
神
 

 
 

い
 と
さ
れ
 

 
 

て
い
る
も
 

 
 

情
 が
絶
 

 
 

す
る
と
 

 
 

性
的
で
あ
 

り
 冷
静
な
る
態
度
で
あ
る
と
い
え
 
よ
う
 。
 

 
 

の
で
あ
 

 
 

カ
ン
ト
 

 
 

、
同
時
に
 

 
 

オ
ッ
 

 
 

徳
 法
則
は
 

神
聖
で
あ
る
（
帝
日
色
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

「
 弁
 

 
 

 
 

 
 

い
て
は
、
 

 
 

て
 行
く
の
 

 
 

て
 、
 一
 
1
 
原
 

る 理 て 課い ン の 考 す人理ぼ ら い 
題は ト 串 え 。 間 論おれる 

  

教 のをでののす 的 ト純 

な 的世 枠 よう 見出 も、 関係 心底 ぎな 関係 によ 

界 なす 自 にをいを る実 浅倉 観に人間と、 し ・ 己 の 宗教 尋ね とさ 久 口っ と、 
影観 ぅ 心性るれ て ど題 

響 さ、 がこ底がこ とを 存 と てい かる のを ょ意 

れ た 客に見すに 観なてる ょ る 。 の でなし う識 
も 的 る 行な っ しあ 人て   

るでう か あ 。 に白薇 よ巳 的 て学 " 若侍 " で あ 

    

の る 力 己 と 出なを ルベ 

こ と ぎ 最 
と 入て近 カ 
も ない の ン 
試 し る カ 

み て よ ン に l 

ら 、 ラ ト 概 に 
れ ・そに 哲 念 お 
て こ 思 、 学 
いかわ 研 

に げ 
つ る 

る 0 られ 力 るに 究 し ・ 、 ，一 行 
こ ン 。 お て 為 
の し ・ z 一 行い 
よ 哲 満て こ @ 

う 学 と 行   
な ない為 ふノ 

試 航 ぅ と 

み 一概 ぃ 
に的念 う 石 
よ にを 概   
ぎ王去晋孝   
哲す原め 

 
 

意
識
し
て
 鰯
 

 
 

 
 

。
道
徳
的
 
2
 

 
 

 
 

は
 意
識
的
 



第二部会  
 

 
 

な
い
か
、
あ
る
い
は
、
 
因
 

 
 

 
 

を
え
な
い
か
の
、
い
ず
れ
 

 
 

と
に
不
都
 

と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

る
 。
 

 
 

ろ
 う
 。
 

 
 

か
、
実
 

 
 

か
な
る
こ
 

 
 

 
 

え
 方
を
前
提
し
て
い
る
と
 

 
 

 
 

え
 方
と
は
、
私
た
ち
は
 
自
 

 
 

 
 

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 
人
 

 
 

 
 

る
 、
と
か
、
人
間
は
物
質
 

 
 

 
 

な
さ
れ
 ぅ
る
 、
と
い
っ
た
 

 
 

 
 

な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
 

る
 。
 

と
 思
わ
れ
る
。
 

 
 

、
現
象
 

 
 

な
り
 詳
 

 
 

 
 

質
な
 、
あ
る
意
味
で
は
そ
 

 
 

 
 

か
で
き
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
 

 
 

 
 

お
い
て
は
、
因
果
的
決
定
 

 
 

 
 

て
、
 全
く
矛
盾
対
立
す
る
 

 
 

 
 

。
と
こ
ろ
が
こ
の
も
う
 
一
 

 
 

と
は
む
し
 

要
な
 テ
キ
ス
ト
と
な
る
。
 

 
 

 
 

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
そ
 

 
 

 
 

礎
 づ
 け
 」
の
第
三
章
の
あ
 

 
 

 
 

 
 

ち
に
と
っ
て
矛
盾
す
る
 

ょ
冊
 

 
 

 
 

 
 

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
 
こ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

盾
 す
る
よ
う
に
見
え
る
と
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さレ れ ッりハ、 さるは へ 

る ト にム合 l   

か観強 レま ゲ 

  

    。 そとる たででいちた 事的 
  のの 生 因めあ あ る はち 態決 

  ま区 ま別た的 ぎ 果てるるの一のの 検 。 。 で方方中論 定 
  受 に行 決討 こ こ あ でににと 
  げ基 鴻宝さ のの ろ はあ あ 自 

@ 
と づ 概論 れ事二 が自 る る 由 

  る い 念 と ね 憩 っ 、 ら こ のの   

は 問すいなに私はに 赤 く 言 

い題ろう かの 為問 いはた自行してわ 。 " ちら満て " れ   な 解に 題 何にをすかさ る い こに、 決はの 検 をお客 意ぃ観 る こ ると しも ろの   
か 雑ムあ め 実   

へ 」 行 Ⅱ 
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も
 「
 
精
 

 
 

は
じ
め
て
 

 
 

於
 い
て
 

 
 

を
す
る
 

 
 

と
か
「
 雀
 

 
 

分
 の
 限
 

 
 

も
 、
「
 
自
 

 
 

す
る
こ
 

 
 

｜
 神
を
認
 

 
 

@
 の
 「
 
神
 

 
 

な
ら
ば
、
 

 
 

｜
 「
 
行
 

 
 

ポ
 常
に
大
 

 
 

の
時
 、
へ
 

 
 

っ
て
行
動
 

 
 

「
神
の
存
 

 
 

と
こ
ろ
に
 

 
 

、
つ
ま
り
 

 
 

め
て
成
立
 

 
 

十
日
 

り
 土
日
ご
 

識
 

 
 

い
き
、
 最
 

 
 

自
ら
が
神
に
で
、
自
分
の
知
 

、
 

弟
 

 
 

ル
 に
松
 げ
 

 
 

矛
盾
を
 

 
 

意
識
と
対
 

 
 

る
こ
と
は
 

 
 

と
 対
立
が
 

 
 

し
 、
統
一
 

 
 

一
 を
た
だ
 

 
 

え
る
理
性
 

 
 

矛
盾
す
る
 

 
 

、
矛
盾
 対
 

 
 

識
は
矛
盾
 

 
 

識
の
運
動
 

 
 

意
識
が
不
 

 
 

識
は
不
変
 

 
 

自
己
の
分
冊
 

 
 

さ
れ
な
い
 

 
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
 

八
田
隆
司
 

 
 

「
不
幸
な
意
識
」
 

へ
｜
 ゲ
ル
 
一
 
。
精
神
現
象
学
 口
 

 
 

自
立
性
」
 

を
 前
提
と
し
て
、
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
っ
 



 
 

 
 

 
 

神
 が
受
肉
さ
れ
 

 
 

別
と
の
 媒
 

 
 

に
す
ぎ
な
 

 
 

い
る
の
で
 

 
 

在
し
な
い
 

 
 

神
 が
生
 き
 

 
 

内
在
化
す
 

 
 

よ
っ
て
 個
 

 
 

砕
心
情
が
 

 
 

か
ら
滑
り
 

 
 

以
上
、
不
 

 
 

ま
り
、
 個
 

 
 

で
 意
識
は
 

 
 

桶
識
は
不
 

 
 

り
 、
個
別
 

 
 

実
在
が
内
 

 
 

と
 見
る
だ
 

 
 

捉
え
る
こ
 

 
 

人
間
の
労
 

 
 

存
在
す
る
 

 
 

か
な
ら
な
 

 
 

よ
さ
に
み
 

寺
田
ひ
ろ
子
 

 
 

判
 と
解
 

 
 

を
も
示
す
 

 
 

の
 実
在
を
 

 
 

、
人
問
の
 

 
 

る
 。
こ
う
 

 
 

自
分
の
本
 

 
 

の
 意
識
は
 

 
 

た
ぅ
え
 

 
 

、
神
 
（
 不
 

 
 

両
極
の
間
 

 
 

し
 献
身
 ず
 

 
 

ぅ
 の
ま
 
l
 、
 

 
 

よ
る
こ
と
 

 
 

@
 の
 意
識
 

 
 

 
 

 
 

１
１
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
か
ら
 二
 １
主
 ノ
ェ
ヘ
 1
1
l
 

｜
 

・ 性 ナ 」 与え @  ， 

  
上よ 、 ぅは 実 

神に神 のしが 
実た 自 

在 の 分 
な で を 

  
神の " 牙し Ⅰ " 
の だ 人 
苦 め 間 
行人の 

労働 間はに感 
「 幸男 - ‥ す 自 Ⅴ こ 

す分 ょ 

るのっ 。 本て 

そ質自 のが 然 
と 神を 
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の
な
か
で
 

 
 

点
 を
あ
 

 
 

 
 

 
 

考
え
て
 

 
 

」
を
も
 う
 

 
 

と
 相
関
す
 

る
 点
を
検
討
し
て
み
た
い
。
 

 
 

シ
ュ
テ
 

 
 

者
で
あ
る
 

 
 

由
は
、
両
 

 
 

価
値
転
換
 

 
 

た
 歴
史
 批
 

 
 

、
こ
れ
と
 

 
 

こ
と
、
 な
 

 
 

シ
ュ
テ
ィ
 

  

 
 

主
張
す
 ，
る
 

 
 

な
い
と
 

ヴ
エ
 
T
 ゼ
ノ
 

 
 

 
 

、
あ
る
い
 

 
 

 
 

さ
ら
に
、
 

 
 

 
 

 
 

力
 を
及
ば
 

 
 

 
 

 
 

で
き
た
 

 
 

と
す
る
。
 

 
 

る
こ
と
が
  

 

世
界
の
す
 

 
 

ル
ナ
ー
の
 

 
 

転
換
の
 

 
 

な
 い
 」
 自
 

 
 

る
 
「
 名
無
 

 
 

１
チ
 
ェ
 で
 

 
 

っ
て
 、
虚
 

 
 

、
 そ
 う
し
 

 
 

リ
ズ
ム
を
 

 
 

の
で
あ
 

 
 

自
己
自
身
 

へ
の
 信
 」
を
説
く
論
理
の
展
開
は
酷
似
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
 

シ
ュ
テ
ィ
 

 
 

 
 

イ
ス
ト
」
 

 
 

ち
，
 
。
「
 引
私
 

 
 

 
 

皿
の
上
に
 

 
 

説
を
示
し
 

 
 

の
 
「
 汎
神
 

論
 的
な
 信
 」
と
呼
ん
だ
も
の
に
等
し
い
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

考
慮
し
 

 
 

ほ
二
 l
,
 
主
ノ
 

 
 

が
っ
て
 

 
 

世
界
と
 

鱒
 

 
 

語
ら
れ
て
 

 
 

 
 

 
 

ナ
 l
 の
 小
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ニ
 ー
チ
ェ
の
永
遠
回
帰
を
め
ぐ
る
一
考
察
 

一
八
八
九
年
一
月
六
日
付
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
宛
書
簡
 

に
 関
し
て
 ｜
｜
 

中
略
正
恒
 

 
 

チ
ヱ
ま
 
@
 

 
 

の
よ
う
な
 

 
 

名
前
Ⅴ
 と
 

は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
 
ヮ
 

 
 

の
 舌
口
 
明
 

 
 

を
 等
価
な
 

 
 

と
つ
の
 出
 

 
 

声
を
必
要
 

 
 

か
ど
う
か
 

疑
問
が
残
る
。
 

 
 

老
荘
 

 
 

。
か
え
っ
 

 
 

こ
と
が
 困
 

 
 

で
は
な
 

 
 

と
の
関
連
 

 
 

一
｜
チ
ェ
 

 
 

げ
て
み
た
 

 
  

 

イ
ェ
 

 
 

ト
、
 

 
 

揺
り
動
か
 

 
 

ぅ
 も
の
で
 

 
 

墓
 
つ
い
 

 
 

る
 。
ま
ず
 

 
 

チ
ェ
と
 の
 

 
 

Ⅴ
上
の
関
 

 
 

す
も
の
へ
 

 
 

も
の
と
は
 

 
 

チ
ヱ
 の
 名
 

 
 

換
 点
に
 、
 

 
 

と
も
に
 結
 

 
 

Ⅴ
な
一
 
つ
 

 
 

に
墓
い
 

 
 

て
 、
そ
れ
 

 
 

の
の
）
の
㏄
 

ヰ
 
p
.
 

宅
 ～
 
e
s
 

山
田
 

h
o
 

且
俘
 0
 七
と
）
の
こ
と
で
あ
る
と
言
う
。
 

 
 

め
 ど
ち
 

 
 

あ
る
が
、
 

 
 

わ
れ
る
 

 
 

ト
 中
の
人
 

 
 

は
 
一
つ
の
 

 
 

人
物
た
ち
 

 
 

体
現
し
、
 

(568) 88 
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思
わ
れ
る
 

 
 

閾
を
乗
り
 

 
 

人
物
た
ち
 

 
 

し
 、
そ
れ
 

 
 

@
 
 
チ
ェ
ま
｜
 

 
 

に
ま
日
商
 中
 

 
 

 
 

わ
 げ
で
は
 

 
 

し
て
の
 

 
 

間
の
中
 

 
 

さ
れ
る
 

 
 

名
前
Ⅴ
 

 
 

な
 い
、
空
 

 
 

表
 わ
れ
て
 

 
 

の
 一
区
分
 

 
 

中
で
、
 
二
 

 
 

ま
た
シ
ャ
 

 
 

Ⅴ
で
も
あ
 

 
 

 
 

く
こ
と
は
 

 
 

当
 な
も
の
 

で
あ
る
。
 

 
 

｜
チ
ェ
 

 
 

ら
の
変
身
 

 
 

状
態
に
あ
 

 
 

ス
の
 使
徒
 

序
論
 

 
 

て
の
十
本
 

 
 

し
か
し
 時
 

 
 

 
 

 
 

で
 わ
た
く
 

 
 

識
 "
 
の
批
 

 
 

人
を
罪
人
 

と
み
な
す
宗
教
の
モ
ラ
ル
は
正
し
く
な
い
。
 

 
 

在
 "
 

 
 

的
な
い
し
 

 
 

底
 的
に
否
 

 
 

げ
た
。
 
し
 

 
 

す
る
。
 

罪
鰍
 

 
 

 
 

 
 

あ
る
と
い
 

 
 

 
 

ぅ
 の
が
、
ニ
ー
チ
ェ
の
考
え
で
あ
る
。
 

@
@
 罪
の
意
識
か
ら
の
解
放
１
１
 

豊
 

湯
田
 

す八 歴た 
も無する 

二 の時る こ 

    
と Ⅴ と り 

  の と数 

示班 ㌍ 
外は多 
に区 く 

田制 の 
る さ 魂 

ナしと 
が     態 

  
に ヱ 一 

なが切 っ永を 
て 違背 
い 国定 
る 帰 し 
こ の つ 

  



1
 
 罪
と
罰
 

 
 

牲
 に
す
る
」
 

 
 

よ
っ
て
 、
ニ
｜
 

 
 

か
し
 二
 l
1
 

 
 

ん
だ
」
 

 
 

キ
リ
ス
 

 
 

的
 。
仏
教
 

 
 

に
 批
判
し
 

た
 

 
 

る
 ｜
｜
 

・
 

 
 

 
 

 
 

証
明
で
あ
 

 
 

る
 。
彼
に
 

 
 

命
は
、
聖
 

 
 

 
 

モ
ヒ
、
 

n
.
 

ロ
 参
照
）
。
 

 
 

｜
チ
ェ
 

 
 

底
 に
は
、
 

 
 

l
1
1
 
こ
の
 

 
 

し
 報
復
 か
 

 
 

%
 復
の
原
 

 
 

ほ
 識
か
ら
 

の
 解
放
を
強
調
し
た
。
 

Ⅱ
罪
の
意
識
の
死
滅
、
お
よ
び
生
成
の
無
垢
 

 
 

の
 無
垢
を
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

子
供
 

 
 

ェ
の
 理
想
 

 
 

ス
ト
ラ
は
 

 
 

の
よ
う
に
 

述
べ
て
い
る
 

 
 

、
一
 

 
 

車
 

 
 

）
で
 

 
 

兄
弟
 

た
ち
ょ
 、
 一
つ
の
神
聖
な
肯
定
が
必
要
で
あ
る
。
 

 
 

ら
れ
 

 
 

よ
 う
 に
 虹
 

 
 

結
論
 

 
 

0
 流
れ
 

(570) 90 
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で ト 制 そ のて り しる間 のむ 還 れ 在 

その、 れ 哲力お にの場末 唯今 た而 形こて れいしと 。 題 「で 死 あ 生 の ざる げ 。 忘 却代 現 で学 ンげ一 

    

宗教 

的 
死 
の 

問 
題 

面
 に
お
い
て
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

自
身
の
 

 
 

相
互
否
定
 

 
 

の
を
 見
 

 
 

次
の
よ
う
 

 
 

、
自
由
の
 

 
 

、
自
由
は
 

 
 

も
 必
然
性
 

 
 

る
 」
と
。
 

 
 

人
 問
の
 

 
 

そ
し
て
、
 

 
 

て
 罪
で
あ
 

 
 

る
 」
と
 話
 

っ
 た
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
 現
在
 

 
 

は
、
 
「
 キ
 

 
 

三
ロ
 
葉
ネ
 Ⅰ
 あ
 

 
 

生
き
る
こ
 

と
に
有
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
 

 
 

的
死
と
 

 
 

機
 と
な
 

る
 。
 

 
 

で
、
 太
 

 
 

然
の
事
物
 

91 (571) 



 
 

 
 

 
 

の
も
の
で
あ
 

る
 。
 

 
 

親
死
 の
 

 
 

」
と
 呼
 

 
 

る
 。
こ
こ
 

 
 

、
あ
る
 ぃ
 

 
 

る
 人
間
の
 

 
 

。
有
る
の
 

 
 

ま
た
、
 生
 

 
 

生
 め
 「
 窮
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

0
 モ
 l
 

 
 

l
 ド
ン
 ヒ
 

 
 

魂
の
身
体
 

 
 

の
書
の
思
 

 
 

ト
の
 立
場
 

と
の
間
の
相
違
は
明
白
で
あ
る
。
 

プ
ラ
ト
ン
の
「
パ
イ
ド
ン
 ヒ
 
に
 

お
け
る
イ
デ
ア
認
識
 

純
粋
な
魂
の
生
と
死
 

浜
崎
 
盛
康
 

 
 

ア
ア
 の
 

 
 

え
た
も
の
 

 
 

そ
の
通
り
 

 
 

を
 捕
え
、
 

 
 

る
と
ブ
 ラ
 

 
 

表
 で
は
、
 

 
 

方
法
」
 

 
 

論
理
的
側
 

面
 と
そ
の
言
語
表
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
 

 
 

に
つ
い
 

 
 

に
お
い
て
 

は
 次
の
三
 つ
に
 分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

㈲
イ
デ
ア
認
識
は
我
々
に
と
っ
て
、
死
後
に
可
能
か
。
 

㊧
イ
デ
ア
認
識
は
い
わ
ば
原
理
的
に
可
能
か
。
 

 
 

て
 当
然
③
 

 
 

ス
 も
述
べ
 

(572) 92 
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述
は
一
定
 

し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

純
粋
に
 

 
 

は
 、
直
接
 

 
 

ホ
 唆
す
る
 

 
 

タ
イ
」
 、
 

 
 

、
 魂
は
 

 
 

観
る
と
 

 
 

と
が
示
さ
 

れ
て
い
る
。
 

 
 

動
 に
つ
 

 
 

感
覚
か
ら
 

 
 

と
 思
わ
れ
 

る
と
い
う
点
も
述
べ
て
お
き
た
い
。
 

 
 

お
り
、
 

 
 

失
 い
 、
 そ
 

 
 

い
浮
べ
、
 

 
 

ア
 認
識
の
 

 
 

は
な
い
よ
 

 
 

起
 の
前
提
 

 
 

あ
る
と
 

 
 

知
っ
て
 い
 

 
 

議
 す
る
、
 

 
 

、
こ
れ
は
 

 
 

u
 
半
 こ
 
v
 

保
坂
 
幸
博
 

 
 

の
裁
 

 
 

、
っ
 

カ
 

 
 

に
よ
っ
て
 

 
 

の
 哲
学
者
 

は
 ）
ロ
ゴ
ン
・
ビ
ア
 イ
 ド
ナ
イ
で
 委
 ご
 ろ
 L
 こ
い
 以
ノ
 
こ
と
に
み
仕
る
。
 

 
 

の
あ
る
 

 
 

用
い
る
と
 

 
 

的
な
も
の
 

 
 

の
方
法
は
 

 
 

理
性
、
言
 

語
 表
現
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

に
つ
い
 

 
 

よ
 う
 に
 種
 

 
 

た
も
の
で
 

あ
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 

 
 

の
 相
互
 

 
 

が
 、
そ
れ
 

 
 

と
も
明
ら
 

か
に
な
る
だ
ろ
う
。
 

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
宗
教
裁
判
 

93 (573) 



 
 

型
 と
し
て
の
で
あ
る
。
 

 
 

こ
の
よ
う
 

 
 

こ
な
か
 

 
 

 
 

が
 如
き
理
解
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
 

 
 

よ
り
も
 前
 

 
 

っ
た
 グ
 
・
 @
 
い
 

 
 

 
 

二
 つ
が
 挙
げ
ら
れ
る
。
 け
 

 
 

 
 

時
の
ギ
リ
シ
ャ
社
会
の
あ
 

 
 

 
 

る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
㊤
 

 
 

て
い
か
に
 

 
 

で
あ
っ
 

 
 

 
 

は
 即
座
に
解
答
が
与
え
 
ろ
 

 
 

 
 

由
を
少
し
く
突
っ
込
ん
で
 

 
 

 
 

せ
る
 よ
う
 に
も
思
わ
れ
 

る
 。
 

 
 

よ
る
と
、
 
 
 

な
 ダ
 イ
 

 
 

時
代
一
役
 

 
 

 
 

」
と
い
う
三
点
を
含
ん
で
 

 
 

 
 

り
 下
げ
る
試
み
が
可
能
で
 

 
 

 
 

の
 認
め
る
神
人
」
を
 
、
一
 

 
 

 
 

 
 

す
る
道
が
あ
る
。
当
時
、
 

 
 

さ
れ
て
お
 

 
 

と
し
て
、
 

 
 

 
 

舞
い
の
レ
ベ
ル
に
到
る
ま
 

 
 

 
 

れ
て
い
た
。
し
か
し
か
か
 

 
 

 
 

織
 体
系
化
さ
れ
ず
、
充
分
 

 
 

神
々
の
 捉
 

 
 

ら
ま
 、
メ
 

 
 

 
 

ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
が
 
ソ
 

 
 

も
の
に
 

 
 

な
か
っ
た
 

          94 
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キ
テ
ィ
オ
ン
の
ゼ
ノ
ン
に
お
け
る
 

ロ
ゴ
ス
 と
神
 

@
 

茶
利
 
琢
也
 

 
 

と
し
て
 

 
 

燃
 そ
し
て
 

 
 

は
 一
般
的
 

 
 

称
 に
よ
り
 

 
 

表
 に
お
い
 

 
 

0
 人
ゼ
ノ
 

 
 

を
あ
て
る
 

こ
と
を
試
み
た
。
 

。
神
に
つ
い
て
 

 
 

、
 主
に
 

 
 

の
 制
約
に
 

 
 

 
 

示
教
の
 導
 

 
 

か
ら
で
あ
 

 
 

政
治
的
 や
 

 
 

ろ
 う
 。
主
日
 

 
 

稀
有
な
存
 

 
 

ァ
ス
 に
 よ
 

 
 

に
 検
討
の
 

余
地
が
あ
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

数
 形
で
 
虹
 

 
 

 
 

 
 

ヒ
 第
一
 
0
 

 
 

テ
ィ
マ
イ
 

 
 

が
 、
こ
の
 

 
 

る
 。
 

。
ロ
ゴ
ス
に
つ
い
て
 

 
 

質
料
の
 

 
 

き
か
げ
 

 
 

お
い
て
 
説
 

明
 さ
れ
る
。
（
断
片
一
 

0
 二
）
 

 
 

在
し
つ
 

 
 

ど
 精
液
 

 
 

ス
 で
あ
 

 
 

 
 

自
身
に
 

 
  

 

概
念
を
媒
 

今
 に
し
て
ロ
ゴ
ス
と
結
び
付
く
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
 

 
 

力
 以
外
 95 (575) 
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が
 見
出
さ
 

れ
る
。
 

 
 

）
全
体
 

と
 同
一
の
諸
ロ
ゴ
ス
を
持
っ
（
断
片
一
二
八
）
 

 
 

、
む
し
ろ
 

 
 

る
と
考
え
 

 
 

万
全
に
あ
 

 
 

。
コ
ス
は
 
運
 

命
 
（
 ヘ
 イ
マ
ル
メ
 ネ
 ー
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
さ
ら
に
、
 

 
 

万
物
の
 

 
 

と
を
 

 
 

、
宇
宙
の
 

 
 

時
間
的
に
 

 
 

げ
 ろ
ロ
 。
 
コ
 

 
 

か
ら
こ
そ
 

 
 

ン
は
宇
 

 
 

コ
ス
 も
 ま
 

 
 

子
の
中
に
 

 
 

持
た
な
 

 
 

る
 。
 

 
 

子
を
介
 

し
つ
つ
、
結
び
付
く
と
結
論
づ
げ
ら
れ
よ
う
。
 

安
中
隆
徳
 

 
 

の
 属
性
 

 
 

と
 属
性
の
 

 
 

か
と
い
う
 

 
 

る
と
か
、
 

 
 

解
決
な
部
 

 
 

で
は
こ
の
 

 
 

解
釈
す
る
 

可
能
性
を
さ
ぐ
り
た
い
の
で
あ
る
。
 

 
 

認
識
 

 
 

示
さ
れ
 

 
 

。
」
（
「
 

神
 

学
政
治
論
 口
 第
一
章
）
 

 
 

る
 。
 

 
 

が
預
 

 
 

識
 す
る
 

 
 

に
 由
来
 

し
て
い
る
か
ら
だ
」
（
同
）
 

 
 

に
 神
か
ら
 

 
 

を
と
り
 

ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け
る
認
識
と
啓
示
 

(576) 96 
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ザの象 識 認 ）で紙 誌 由を威ぃ識 『   
と て 

ぅ の 

統の 

三万 

同 ， 点 
じ で 

  

  

97 (577) 

 
 

の
 一
切
に
 

 
 

者
の
関
心
 

の
 構
図
が
あ
る
。
 

 
 

に
 成
立
 

 
 

形
 的
に
は
 

 
 

か
し
外
形
 

 
 

、
複
数
 属
 

 
 

 
 

 
 

「
 ェ
チ
カ
し
 

 
 

り
 多
く
神
 

を
 知
る
」
（
同
）
。
 

 
 

に
も
、
 

 
 

ろ
 、
実
践
 

 
 

は
 実
践
的
 

意
味
で
む
し
ろ
本
質
的
だ
と
す
ら
考
え
ら
れ
よ
 
う
 。
 

 
 

導
入
す
 

 
 

行
 う
、
実
 

 
 

試
み
よ
う
 

と
す
る
哲
学
の
試
み
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
 



 
 

在
す
る
」
 

 
 

的
 ・
本
性
 

的
に
帰
結
す
る
。
 

 
 

い
，
っ
ア
 

 
 

き
た
。
 連
 

 
 

日
 、
ア
ハ
 

レ
 
目
 
Ⅰ
 

 
 

の
 関
係
に
 

 
 

」
れ
に
 対
 

 
 

間
 の
 極
 

 
 

は
 他
方
の
 

 
 

れ
る
。
 即
 

 
 

係
は
 つ
い
 

 
 

い
 限
り
 私
 

 
 

 
 

物
の
本
性
 

 
 

絶
す
る
こ
 

 
 

に
 時
間
も
 

 
 

 
 

 
 

 
 

依
存
関
係
 

会
 

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
け
る
 

部
 

一
 

第
 

連
続
 的
 創
造
に
つ
い
て
 

岡
部
英
男
  

 

は
 極
限
を
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

存
在
し
な
 

 
 

身
は
当
の
 

 
 

い
ろ
は
 ず
 

 
 

別
 に
お
い
 

 
 

の
 境
界
し
 

 
 

与
え
 も
 

 
 

飛
び
に
 超
 

 
 

 
 

ぬ
す
万
法
 

 
 

に
よ
っ
て
初
め
て
本
性
の
法
則
が
発
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

求
め
ら
 

 
 

と
 で
は
な
 

 
 

が
 先
に
あ
 

 
 

ず
 最
初
に
 

 
 

事
物
の
状
 

 
 

共
時
 的
な
 

 
 

ぬ
な
 前
後
 

 
 

立
 可
能
・
 

 
 

界
 に
存
在
 

 
 

化
さ
れ
 

 
 

。
つ
ま
り
 

 
 

る
 。
モ
ナ
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、
 次
い
で
 

 
 

）
Ⅰ
の
と
し
 

 
 

つ
の
 占
 M
.
 

 
 

る
こ
と
よ
 

 
 

不
能
な
連
 

 
 

不
連
続
な
 

 
 

 
 

性
 に
よ
っ
 

 
 

な
 関
係
と
 

 
 

の
 構
造
と
 

言
え
よ
う
。
 

 
 

じ
 く
そ
 

 
 

係
 に
お
 け
 

 
 

 
 

る
 依
存
を
 

 
 

間
 に
お
い
 

 
 

 
 

な
い
。
 
だ
 

 
 

0
 臣
片
曲
往
ヰ
 

 
 

ッ
に
と
 

 
 

巨
 田
と
 

 
 

酒
井
 
サ
ヤ
カ
 

 
 

調
停
 す
 

 
 

い
る
。
 

 
 

の
心
の
 

 
 

か
 存
在
す
 

る
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
。
」
と
す
る
。
 

 
 

れ
た
 諸
 

 
 

0
 口
 隼
 の
 臣
 ヰ
ロ
 

せ
 

 
 

間
 に
何
を
 

 
 

来
な
い
か
 

ら
だ
。
」
と
断
じ
て
い
る
。
 

 
 

あ
た
り
 

 
 

い
る
「
私
 

 
 

こ
の
世
 

 
 

に
 見
受
け
 

 
 

一
般
に
人
 

間
 た
ち
の
心
の
中
に
し
か
在
り
得
な
い
の
だ
と
読
め
る
。
 

 
 

諸
観
念
 

 
 

な
っ
て
く
 

知
覚
す
る
神
と
創
造
 神
 

ハ
 ー
ク
リ
の
神
（
 3
 ）
 

 
 

99 (579) 



 
 

 
 

 
 

と
さ
れ
て
い
る
 

こ
と
に
な
る
。
 

 
 

何
か
 

 
 

お
人
問
一
 

 
 

あ
る
よ
 う
 

 
 

に
な
る
わ
 

 
 

し
あ
た
り
 

 
 

な
の
で
あ
 

 
 

能
 に
つ
い
 

 
 

を
し
か
 知
 

 
 

と
も
幾
つ
 

 
 

か
と
い
う
 

 
 

い
る
の
か
 

 
 

を
 持
っ
て
 

 
 

能
 な
の
で
 

あ
る
。
 

 
 

成
 宗
教
 

 
 

を
 創
造
し
 

 
 

 
 

 
 

ら
ず
、
 

 
 

と
 呼
ん
で
 

 
 

に
よ
っ
 

 
 

工
学
」
 

 
 

も
 う
 

 
 

 
 

な
か
ろ
う
 

 
 

言
葉
が
人
 

シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
 虹
底
 」
に
関
連
し
て
 

森
 

哲
郎
 

  

 
 

原
理
論
」
 

 
 

を
 
説
 い
 

 
 

実
在
を
主
 

 
 

い
て
は
、
 

 
 

来
よ
う
。
 

 
 

ス
ト
 教
 

 
 

て
を
「
 知
 

 
 

そ
ら
く
は
 

 
 

い
 
「
な
に
 

 
 

 
 

 
 

恋
 は
 、
 

 
 

を
 持
っ
も
 

 
 

汎
な
 視
野
 

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
 
よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 

宗
教
の
「
 地
 」
に
つ
い
て
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し
 い
 概
念
（
「
 善
 と
悪
と
の
能
力
」
）
が
提
示
さ
れ
る
。
 

 
 

」
で
あ
 

 
 

 
 

「
対
応
す
 

 
 

根
本
命
題
 

 
 

 
 

由
 」
の
 新
 

紺
 ぎ
く
二
白
ト
）
で
あ
り
、
汎
神
論
（
中
の
三
ァ
巳
の
日
田
 

 
 

の
 繋
辞
（
 内
 o
b
 三
 %
 
 に
 於
け
る
「
在
在
」
と
「
根
拠
」
 の

 0
 （
（
～
隔
れ
 

卜
 ）
田
の
の
）
 

の
 連
関
で
あ
る
。
 

 
 

不
如
意
性
 

 
 

も
 深
く
通
 

 
 

超
え
て
、
 

 
 

 
 

次
元
、
 

 
 

教
の
根
本
 

 
 

F
r
 

の
レ
ア
の
㌔
 

 
 

Ⅱ
の
 
@
 
ア
の
ヱ
 
Ⅰ
 

 
 

 
 

 
 

o
O
 
）
 

 
 

場
所
（
 境
 

 
 

ハ
口
㌧
 

伍
 ）
 、
 

 
 

 
 

根
拠
」
 

 
 

一
重
の
問
 

 
 

て
み
た
 

 
 

す
べ
き
 

八
 Q
H
 

戸
コ
 

隼
 Ⅴ
克
服
の
モ
チ
ー
フ
が
窺
え
る
。
 

 
 

 
 

の
 o
 臣
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

述
の
新
し
 

 
 

 
 

さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

」
と
「
 最
 

 
 

て
 、
「
 無
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ⅰ
の
 
目
ぃ
 
）
 

 
 

」
（
㌧
Ⅱ
 笘
 

 
 

そ
れ
に
 

  

 
 

区
別
が
 、
 

 
 

 
 

さ
れ
ね
ば
 

 
 

図
 
（
 A
 ）
 

 
 

 
 

、
 無
底
と
 

 
 

 
 

 
 

（
 ミ
 . 
の
由
の
（
 

 
 

各
々
に
 於
 

 
 

 
 

「
存
在
」
 

 
 

常
に
八
地
 

 
 

 
 

図
 な
し
の
 

 
 

だ
が
、
 
ま
 

 
 

 
 

 
 

 
 

。
地
は
有
 

  

 
 

 
 

人
間
の
存
 



第二部会 

 
 

 
 

 
 

る
 神
学
の
立
場
と
は
、
 
や
 

 
 

 
 

 
 

レ
コ
 h
w
 
コ
 m
.
 
L
 

趣
き
を
異
に
す
る
。
 

 
 

ら
で
は
 

 
 

｜
 展
性
。
 

 
 

 
 

 
 

」
の
で
あ
り
、
私
達
の
研
 

 
 

 
 

る
 私
達
自
身
に
つ
い
て
 
始
 

 
 

 
 

。
唯
識
思
想
の
歴
史
は
 
、
 

 
 

 
 

あ
り
、
そ
の
結
果
末
那
識
 

 
 

 
 

 
 

も
 述
べ
 ろ
 

 
 

、
八
軸
れ
る
に
至
っ
た
。
 

 
 

的
 自
由
の
無
住
性
と
遍
在
性
と
い
う
八
地
Ⅴ
な
の
で
あ
る
。
 

愛
 と
し
て
 

 
 

種
 の
 無
 

 
 

 
 

仏
 に
四
種
の
智
あ
り
、
 

一
 

 
 

の
鏡
智
は
 

 
 

何
を
以
て
 

 
 

と
は
、
 
第
 

意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
と
四
智
 

 
 

第
六
識
を
 

 
 

と
あ
り
、
 

鐙
本
 
光
信
 

 
 

て
あ
る
。
 

 
 

 
 

自
我
意
識
 

｜
 
第
一
八
識
 

 
 

 
 

セ
 識
の
末
那
識
、
に
余
げ
 

 
 

 
 

愛
 の
 四
 煩
悩
を
伴
っ
て
 い
 

耶
誠
 に
似
て
い
る
面
も
あ
る
。
 

 
 

と
 せ
ら
れ
 

 
 

 
 

著
作
用
を
行
な
 う
 。
 末
 

 
 

 
 

の
 阿
頼
耶
識
を
跳
め
て
、
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く
の
 説
 

 
 

成
立
ぜ
し
 

 
 

芽
 を
ふ
 

 
 

全
体
が
 善
 

 
 

な
る
。
 そ
 

れ
は
倫
理
的
実
践
的
意
味
で
の
根
源
体
で
も
あ
る
。
 

 
 

る
こ
と
 

 
 

仮
り
 

 
 

た
と
い
 そ
 

 
 

界
も
滅
亡
 

 
 

義
者
ア
ン
 

 
 

っ
て
 い
 

 
 

得
な
い
と
 

 
 

、
 神
は
や
 

 
 

い
て
述
べ
 

 
 

さ
す
も
の
 

 
 

に
 二
二
ロ
 

ぅ
所
 

 
 

の
 実
践
 と
 

 
 

滅
却
し
苦
 

 
 

れ
る
面
も
 

 
 

快
 な
内
面
 

 
 

響
と
 ・
も
 
い
 

 
 

学
の
開
幕
 

 
 

の
 出
発
点
 

てるさ性 お 。 な " 『 戒上半 躍げ的 ず家ッとケ " かシすゴ本 を 倉ょ意と間的 永 
  
  

  

  飛 ン 
頻片動 有の対をで的取し キ を ッ 躍 グ   

概 と 

念 キ   き め 
巡 ケ 

つ ゴ   

て @ 
/ レ 

の 言動か人   

  
で れい 残 限 る り 御ま 想 レ題ル 

す世 り す 

る 所が 界もと 、 せ   
で堅 かれ 

  
誠人な 
が類道 
m-  の 徳 
定 感的 
を清 心 
伴 と   清 
な し で 
いては 、 、 、 

仏 @ 現 
救っ実 
特 ら @   こ 

は っ は 

禅た義 
が る 務 
極太 観 
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第二部会 

 
 

い
る
こ
 

 
 

て
 用
い
ら
 

 
 

 
 

 
 

て
 捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
 

騰
 

 
 

敬
 し
て
い
 

朗
 

 
 

 
 
 
 

 
 

耀
 は
単
な
 

 
 

躍
は
、
 

 
 

 
 

の
 カ
テ
ゴ
リ
 一
 し
で
も
あ
 

 
 

 
 

ン
グ
 と
の
出
会
い
以
前
に
 

 
 

 
 

意
味
で
飛
躍
と
い
う
言
葉
 

 
 

 
 

グ
が
 実
際
に
ど
の
よ
う
な
 

 
 

が
な
か
っ
 

 
 

を
 試
み
よ
 

 
 

 
 

の
 飛
躍
を
こ
の
よ
う
な
 
彼
 

自
身
の
飛
躍
に
解
釈
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

学
的
・
 
 
 

か
ら
 信
 

 
 

 
 

と
は
考
え
ら
れ
ず
、
む
し
 

 
 

 
 

に
す
ぎ
な
い
と
言
わ
ざ
る
 

 
 

 
 

を
 蒙
っ
て
い
る
と
も
 圭
 
二
口
 

 
 

 
 

が
 表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
 

 
 

 
 

思
想
家
に
対
す
る
関
係
の
 

 
 

結
論
を
下
典
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

な
ら
ば
、
 

 
 

ル
 自
身
、
 

 
 

の
で
あ
っ
 

 
 

飛
躍
概
念
 

 
 

 
 

影
響
を
及
 



第二部会 

 
 

趣
 こ
ら
な
 

 
 

 
 

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
 

 
 

、
ま
た
 神
 

 
 

で
あ
る
。
 

神
の
存
在
証
明
 

 
 

定
の
事
実
 

公
行
目
 
%
 
臆
 
田
刀
  

 

在
 が
結
果
 

 
 

 
 

、
に
 神
の
存
在
を
前
提
 し
 

 
 

 
 

る
 時
に
神
の
存
，
在
は
疑
い
 

 
 

 
 

る
か
ら
、
神
の
存
在
の
証
 

 
 

 
 

よ
 う
 に
彼
は
具
体
的
に
神
 

 
 

か
な
こ
と
 

 
 

と
し
て
退
け
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

と
を
 考
 

 
 

、
と
い
う
 

 
 

 
 

明
し
ょ
う
と
す
る
対
象
が
 

 
 

 
 

前
提
か
ら
推
論
し
た
も
の
 

 
 

ら
証
明
は
 

 
 

つ
睦
 @
 
り
、
 

 
 

 
 

存
在
か
ら
推
論
す
る
の
で
 

 
 

の
も
の
に
 

 
 

で
あ
る
。
  

 

在
を
前
提
 

 
 

て
い
く
。
 

 
 

 
 

と
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
 
証
 

 
 

 
 

存
在
か
ら
遠
の
い
て
し
ま
 

 
 
 
 

 
 

 
 

そ
の
意
味
で
神
の
存
在
⑤
 

 
 

の
で
は
な
㏄
Ⅰ
 、
 

な
の
で
あ
る
か
。
 

 
 

 
 

の
 物
理
神
学
的
証
明
、
 



 
 

 
 

 
 

ち
 吹
き
飛
ん
で
 

 
 

て
い
る
だ
 

 
 

彼
は
思
っ
 

 
 

て
い
な
 

 
 

の
 存
在
，
 
ヱ
 

 
 

在
 と
す
る
 

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
 

 
 

神
の
存
 

 
 

在
は
証
 

 
 

@
 
こ
に
は
 

 
 

立
場
へ
の
 

 
 

い
て
は
 
悟
 

 
 

信
仰
の
瞬
 

 
 

し
 、
現
存
 

 
 

よ
っ
て
 、
 

 
 

祈
，
 
り
に
よ
っ
て
証
し
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

孝
 

仲
原
 

 
 

来
往
」
 

 
 

し
て
い
る
 

 
 

性
 が
含
ま
 

れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
 

 
 

と
し
て
 

 
 

親
し
ん
だ
 

 
 

も
の
の
 

 
 

 
 

と
 時
し
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

方
 と
し
 

 
 

内
 世
界
的
 

 
 

行
く
。
」
 

 
 

9
 合
う
こ
 

と
が
で
き
な
く
な
る
。
 

 
 

ヴ
 ㏄
 
ぃ
 こ
 
・
 

 
 

現
有
に
本
 

 
 

然
 と
し
て
 

  

来 
生 ，｜   

イ 非 
デ 本 
ガ 来 
@  Ⅱ 生 
の に 

解 関 
釈 す 
め る 

問 
題 
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否
定
で
あ
 

 
 

れ
ば
な
ら
 

 
 

性
 と
非
 本
 

 
 

の
と
見
る
 

 
 

て
い
る
の
 

で
あ
る
。
 

 
 

ろ
 う
 

 
 

 
 

立
っ
て
 

 
 

そ
れ
自
身
 

 
 

ば
な
ら
な
 

い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
 

 
 

て
 直
面
し
て
い
 

 
 

、
 死
が
現
有
に
 

 
 

、
か
か
る
死
の
 

 
 

い
る
の
で
 

あ
る
（
の
 口
 N
 、
 
紳
鍵
の
 ）
。
 

 
 

木
質
的
 

 
 

来
性
は
本
 

 
 

実
存
様
態
 

 
 

は
人
間
が
 

 
 

 
 

す
る
有
り
 

 
 

限
り
の
 人
 

 
 

 
 

い
る
の
で
 

ど 同相性 有 
一ト り   う 有即 と り 

    

有 " 

" と時 

  

  
お 
    
ネ L 、 

百 一   
  
有   
へ 

ニー 工   

て 赤口 

    
は、 寿   
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学
の
歴
史
 

 
 

 
 

な
ら
ば
、
 

 
 

ら
ず
人
々
 

 
 

た
 、
と
い
 

 
 

 
 

対
し
て
そ
 

 
 

る
 。
そ
れ
 

 
 

現
有
に
対
 

 
 

ね
 返
さ
れ
 

 
 

」
が
 某
か
 

 
 

し
て
自
ら
 

 
 

が
 現
有
に
 

 
 

 
 

あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

鷲
 さ
れ
た
 



 
 

れ
て
ぃ
 

 
 

"
 
有
 と
時
 "
 で
 

 
 

な
 基
礎
的
百
論
 

 
 

り
、
 "
 
ム
句
 

 
 

工
学
）
 の
 

 
 

て
 問
題
と
 

な
る
。
 

 
 

（
あ
た
 

 
 

、
事
態
に
 

 
 

る
な
ら
 

 
 

未
 だ
両
者
 

 
 

、
問
題
と
 

 
 

義
 "
 等
で
 

 
 

す
る
我
の
 

要
素
が
潜
ん
で
い
な
い
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
 

 
 

コ
 ）
 
，
と
 

 
 

 
 

 
 

れ
る
。
 そ
 

 
 

学
は
、
 

 
 

っ
 か
み
 取
 

 
 

る
 現
有
の
 

 
 

意
欲
、
 
意
 

 
 

的
 有
り
方
 

 
 

び
 声
に
応
 

 
 

と
 
@
 

 
 

 
 

言
葉
）
の
 
托
 

 
 

の
と
有
る
⑧
 

 
 

 
 

大
的
に
 、
 

 
 

，
土
日
小
 

 
 

 
 

拠
 "
 
、
 "
 
根
拠
 付
 げ
の
思
考
 方
 "
 が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

右
に
 つ
い
 

 
 

で
は
、
 形
 

 
 

右
 が
有
る
 

 
 

だ
 
静
的
 

 
 

が
 有
る
 

 
 

い
る
。
 

 
 

0
 １
 
%
 

 
 

右
 の
 無
的
 

 
 

ら
れ
る
も
 

 
 

の
の
 有
 "
 

 
 

、
前
者
の
 

 
 

隠
す
仕
方
 

 
 

象
 と
し
て
 

 
 

わ
な
い
。
 

 
 

叩
ヱ
り
 
の
 

 
 

答
 す
る
 



第
 

 
 

0
 ㌔
の
）
 

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
哲
学
に
お
け
る
 

言
語
と
存
在
の
開
げ
 

会
 

部
 

弓
ム
 

竹
原
 

一
 

 
 

人
間
が
 、
 

 
 

ほ
 な
く
、
 

 
 

宿
り
、
 言
 

 
 

万
 に
お
い
 

 
 

臣
 ）
 

 
 

名
詞
 

 
 

復
 で
は
な
 

 
 

目
 た
る
 動
 

 
 

と
い
う
 観
 

 
 

ぅ
 動
詞
に
 

 
 

り
 様
で
あ
 

る
 。
 

 
 

の
 全
体
 

 
 

動
向
を
動
 

 
 

二
ロ
 

薬
 す
る
 

 
 

向
の
内
で
 

 
 

は
 、
言
葉
 

す
る
途
上
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
 

 
 

分
節
化
に
 

 
 

為
 が
成
り
 

 
 

在
の
世
界
 

 
 

世
界
１
円
 

 
 

分
節
化
す
 

 
 

、
現
存
在
 

 
 

語
 能
力
が
 

 
 

言
葉
と
の
 

 
 

、
言
葉
が
 

 
 

在
す
る
こ
 

 
 

意
義
付
 け
 

 
 

デ
ッ
ガ
 ｜
 

 
 

お
い
て
、
 

 
 

の
 解
釈
 

 
 

。
特
に
 、
 

 
 

だ
 /
 言
葉
 

 
 

の
 ハ
リ
ロ
の
Ⅰ
 

ト
ト
 

Ⅰ
 

 
 

再
幅
 0
 
す
ム
 
の
 ，
 

 
 

す
る
。
 詩
 

 
 

つ
い
て
で
 

 
 

お
い
て
は
 

 
 
 
 

 
 

存
在
す
㎝
 

 
 

 
 
1
0
9
 

 
 
 
  
  
 
 
 



第二部会 

  
  

 
 

は
、
か
 

 
 

解
 で
あ
 

 
 

の
 底
に
ひ
 

 
 

価
値
で
あ
 

 
 

の
 能
力
を
 

 
 

れ
 出
て
 、
 

 
 

か
り
で
な
 

ヘ
ル
ジ
ャ
ー
 
エ
 フ
の
宗
教
観
 

田
口
貞
夫
 

 
 

間
を
開
く
 

 
 

る
、
コ
云
術
托
 

 
 

 
 

。
「
空
間
 

 
 
 
 

 
 

）
と
い
う
㈲
 

 
 

（
 円
 Ⅱ
の
 
ぎ
づ
曲
 

 
 

し
、
 住
む
 

た
め
の
開
か
れ
た
 場
 
（
年
銭
目
 缶
 ⑧
 、
 開
 け
 
（
守
の
 0
 由
の
口
の
）
 
を
も
た
ら
 

 
 

す
な
わ
ち
 

 
 

て
 、
人
間
 

 
 

ち
、
 開
げ
 

 
 

え
る
こ
と
 

を
 意
味
す
る
。
 



 
 

ジ
ャ
ー
 ェ
 

 
 

次
の
様
に
 

 
 

束
 ば
く
さ
 

 
 

化
さ
れ
て
 

 
 

と
か
家
族
 

 
 

の
 一
切
の
 

 
 

は
 関
係
が
 

 
 

権
威
を
必
 

 
 

で
あ
っ
て
 

 
 

み
、
 罪
か
 

 
 

の
罪
で
あ
 

 
 

獄
の
理
念
 

 
 

こ
 う
し
 

 
 

も
生
じ
 

 
 

身
 、
有
に
 

 
 

く
 や
は
り
 

 
 

で
な
く
、
 

 
 

共
に
自
由
 

 
 

キ
リ
ス
ト
 

 
 

も
ま
た
、
 

克
服
さ
れ
る
。
 

 
 

威
 は
そ
 

 
 

、
イ
ェ
ス
 

 
 

た
 社
会
に
 

お
い
て
こ
そ
可
能
と
な
る
。
 

 
 

う
 
た
 

 
 

と
王
張
し
 

 
 

由
 」
の
 中
 

 
 

め
て
 い
 な
 

 
 

革
命
の
原
 

 
 

は
 弱
肉
強
 

 
 

欧
の
 キ
リ
 

 
 

し
 、
歴
史
 

 
 

に
 至
っ
て
 

 
 

れ
に
 当
 

 
 

憎
悪
を
も
 

 
 

ス
コ
ー
ル
 

 
 

座
主
義
に
 

 
 

決
し
て
い
 

 
 

精
神
の
自
 

 
 

和
が
成
就
 

 
 

に
 対
処
す
 

 
 

め
て
、
 
共
 

 
 

国
 ロ
シ
ア
 

 
 

ビ
ェ
ト
 が
）
 

 
 

 
 

あ
ろ
う
と
㈲
 

 
 

7
7
 
二
 
二
ロ
し
て
い
る
。
 

 
  

 



脩
 

守
株
 

 
 

体
読
 的
 

 
 

は
 集
合
性
 

 
 

的
に
は
 生
 

 
 

素
 の
 総
ム
口
 

 
 

な
し
て
い
 

 
 

傾
向
を
強
 

 
 

わ
れ
る
。
 

 
 

、
固
定
化
 

 
 

ア
 ユ
ル
ケ
 

 
 

間
の
相
互
 

依
存
性
と
相
互
浸
透
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
 

 
 

教
 で
あ
 

 
 

で
の
コ
、
、
、
 

 
 

い
 う
 。
 そ
 

 
 

て
、
ト
 l
 

 
 

念
は
 、
そ
 

 
 

な
ど
の
 観
 

 
 

割
花
 
旭
 で
あ
 

 
 

力
 
で
あ
 

デ
ュ
ル
ケ
ム
と
べ
ル
ク
ソ
ン
の
宗
教
 

 
 

示
教
は
社
 

 
 

 
 

原
理
に
対
Ⅱ
 

 
 
 
 
 
 

す
る
帰
依
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

 
 

金
的
な
 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
 

 
 

ソ
つ
 
。
 社
ム
五
 

 
 

さ
れ
て
 ぃ
 

 
 

（
静
的
 宗
 

 
 

消
沈
な
ど
 

 
 

動
 に
対
し
 

 
 

と
 人
間
を
 

 
 

能
 と
も
い
 

 
 

0
 集
団
や
 

 
 

的
に
社
 ム
ム
 

 
 

社
会
の
要
 

 
 

然
の
要
求
 

 
 

法
 を
と
っ
 

 
 

務
を
介
し
 

て
 自
然
の
秩
序
を
模
倣
し
て
い
る
。
 

 
 

た
自
 

 
 

よ
っ
て
 、
 

 
 

成
員
を
惹
 

 
 

る
 。
 ゐ
不
胡
笘
 

 
 

源
 の
 大
 



廿
 
"
 
@
 
仁
 
ノ
じ
一
 

山
崎
 

会
 

寸
マ
 

 
 

質
を
基
軸
と
し
 

 
 

解
の
解
明
を
抜
 

デ
ュ
 ル
ケ
ー
 ム
 に
お
け
る
 

道
徳
と
宗
教
に
つ
い
て
㈹
 

い
な
る
力
と
の
一
体
感
で
え
る
安
ら
ぎ
で
あ
る
。
 

 
 

ば
 人
間
 

 
 

れ
の
中
で
 

 
 

花
 で
あ
る
 

 
 

か
ら
指
摘
 

 
 

て
 宗
教
を
 

 
 

会
 哲
学
は
 

二
人
に
共
通
し
て
い
る
。
 

 
 

が
 見
ら
 

 
 

。
ま
た
そ
 

 
 

機
の
弱
さ
 

 
 

ア
イ
ル
 を
 

 
 

 
 

 
 

ス
 的
な
 

 
 

か
し
。
 そ
 

 
 

 
 

。
こ
の
よ
 

 
 

二
年
か
ら
 

 
 

教
育
論
 L
 

を
 取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
 0
 
ャ
 
・
 。
 

 
 

１
ム
 の
 

道
徳
理
解
を
考
察
し
 

 
 

性
 
（
 
日
 

 
 

徳
 的
行
為
 

 
 

成
 要
素
は
 

 
 

デ
ュ
ル
 

 
 

律
 
の
 精
 

 
 

げ
る
。
 

 
 

な
 規
則
 

 
 

れ
ら
の
 

 
 

則
は
個
人
 

 
 

そ
の
本
質
 

 
 

し
か
つ
 何
 

 
 

従
っ
て
 道
 

 
 

す
る
感
受
 

 
 

こ
の
両
者
 

 
 

り
 、
こ
の
 

 
 
 
 

 
 

も
の
で
あ
㈲
 

る
 。
 

1
3
 

 
 

 
 

目
的
に
 



 
 

の
 利
益
を
 

 
 

ル
ケ
 I
 ム
 に
 よ
 

 
 

体
 と
し
て
は
 社
 

 
 

0
 目
的
な
 

 
 

す
る
傾
向
 

 
 

社
ム
百
 

 
 

 
 

 
 

と
 社
会
 

 
 

実
の
決
 

 
 

対
応
す
る
 

 
 

威
 と
し
て
 

 
 

@
 
レ
 @
 
と
 っ
 
-
 
て
 

 
 

の
道
徳
的
 

気
質
を
形
作
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

と
し
 

 
 

土
忌
 
士
心
 
ハ
リ
 
自
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

性
の
自
覚
 

 
 

規
則
が
如
 

 
 

人
は
こ
の
 

 
 

て
 道
徳
性
 

 
 

徳
 の
 知
 

性
 」
と
し
て
理
解
す
る
こ
こ
 
-
 
ニ
は
 マ
 
0
 。
 

 
 

科
学
）
 

一
つ
の
想
定
か
ら
出
発
す
る
。
 

 
 

ら
れ
て
 

 
 

と
い
う
も
 

 
 

で
あ
る
と
 

 
 

生
活
を
置
 

 
 

も
に
あ
ら
 

 
 

介
す
る
も
 

米
沢
穂
積
 

日
常
性
と
宗
教
 

 
 

。
実
際
 デ
 

 
 

形
態
の
下
Ⅱ
 

 
 

る
 義
務
か
 

蝸
 

 
 
 
 

 
 

役
割
は
後
 

 
 

っ
て
代
ら
 

 
 

い
し
は
 世
 

 
 

護
 者
と
し
 

 
 

１
ム
の
道
 

 
 

こ
と
に
よ
 

 
 

、
デ
ュ
 ル
 

 
 

の
道
徳
 と
 

い
 う
 観
点
を
導
び
く
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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と 

  

 
 

、
日
常
性
 

 
 

現
わ
れ
る
 

 
 

場
所
で
あ
 

 
 

じ
で
あ
 

 
 

角
度
が
常
 

 
 

差
は
主
体
 

 
 

れ
る
」
に
 

 
 

消
失
す
 

 
 

い
 う
 も
の
 

 
 

え
る
」
 の
 

 
 

の
 構
造
と
 

し
て
論
じ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

そ
の
 

 
 

あ
る
と
 

 
 

活
動
と
し
 

 
 

目
 の
の
 
隼
 ）
い
口
 

 
 

「
 日
 」
 こ
 
@
 

 
 

し
て
精
神
 

 
 

の
 生
活
の
 

 
 

れ
た
程
度
 

 
 

 
 

刻
む
こ
と
 

 
 

 
 

生
活
の
様
㈲
 

 
 

生
活
の
全
 

巧
 

 
 

 
 

ス
 と
し
て
 



 
 

加
わ
る
の
 

で
あ
る
。
 

こ
の
あ
し
こ
 ヨ
 ㏄
 
め
 
～
 
l
Q
q
 
れ
 
～
～
 
う
か
 
㏄
 き
 ㎏
ヒ
由
 
蕊
 （
 ぃ
 
o
N
 
「
）
 バ
ゲ
 
出
て
 、
 エ
ッ
ク
 

 
 

ス
タ
ー
 

ヴ
 ア
ル
ム
 
ペ
 

 
 

的
非
合
 

 
 

 
 

㌍
 
ゆ
 く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
 

R
.
 
オ
ッ
ト
ー
の
神
秘
主
義
論
 

に
お
け
る
 禅
 

木
村
俊
彦
 

 
 

研
究
 

 
 

る
も
の
 

 
 

信
仰
 知
 

 
 

け
日
）
で
 

 
 

0
 
口
（
神
通
 

力
 、
神
性
）
的
な
も
の
（
 
卸
傍
 2
E
 
日
ぎ
 。
 
お
 ）
と
造
語
し
だ
。
 

 
 

の
神
秘
 

 
 

つ
い
て
は
 

 
 

も
 （
 
ト
 
の
め
の
）
 

 
 

畏
怖
 す
  

 

キ
ス
 ト
 
の
⑥
 

 
 

 
 

 
 

二
 リ
ノ
 
ヤ
ッ
 

の
の
の
）
 
ヴ
，
 

 
 

が
あ
る
 場
 

 
 

両
方
を
 

考
え
得
る
と
な
す
。
 

 
 

に
よ
 れ
 

 
 

し
て
考
え
 

 
 

最
後
に
日
 

 
 

に
 
（
伍
の
臣
 

 
 

 
 

何
か
と
。
」
 

 
 

 
 

巨
ア
ア
曲
 

e
 Ⅱ
 
ぃ
 
）
 

 
 

宗
演
 老
師
 

 
 

に
 相
見
し
 

て
い
る
。
）
 

 
 

斗
 ㏄
 か
 ～
め
れ
 

 
 

叩
掲
 の
 補
 

 
 

あ
る
こ
 

 
 

伝
 と
い
 

 
 

己
 
放
下
 

 
 

ま
り
 頓
 

 
 

涯
の
端
的
 

 
 

と
な
っ
 

 
 

 
 

ほ
 
つ
い
は
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在
 神
論
で
あ
る
。
 

 
 

神
と
同
 

 
 

が
っ
て
 そ
 

 
 

。
ゲ
ル
は
 
、
 

 
 

て
押
 え
る
 

 
 

神
仏
 珊
 に
い
 れ
 

 
 

は
 区
別
 き
 

 
 

、
 無
 世
界
 

 
 
 
 

 
 

。
汎
神
論
⑤
 

 
 

 
 

 
 

い
え
る
。
 

 
 

て
き
た
。
 

 
 

 
 

 
 

三
 に
万
有
 

神
と
世
界
と
人
間
と
の
関
係
が
、
諸
宗
教
に
お
 

ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
実
証
科
学
的
研
究
と
か
、
 

教
の
現
象
形
態
を
離
れ
て
、
そ
れ
ら
の
関
係
が
い
 

か
と
い
う
価
値
規
範
的
研
究
は
、
宗
教
哲
学
に
と
 

げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
雑
把
に
い
っ
て
、
従
来
、
 

山
木
減
作
 

い
て
ど
の
よ
う
に
 考
 ，
め
ん
 

あ
る
い
は
ま
た
、
諸
宗
 

か
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
 

っ
て
基
本
的
問
題
で
な
 

神
と
世
界
と
人
間
と
の
 

ン
エ
ン
テ
イ
ス
 
ム
 （
 

万
有
在
神
論
 ほ
 つ
い
て
 

は
 」
等
は
こ
れ
で
あ
る
。
 



 
 

な
形
態
 

 
 

げ
る
と
す
れ
 

 
 

が
 世
界
を
虹
 か
 

 
 

そ
の
歴
史
 

 
 

キ
リ
ス
ト
 

 
 

的
 有
神
論
 

 
 

的
 存
在
 

 
 

か
 な
存
在
 

 
 

性
格
を
帯
 

 
 

あ
る
。
 こ
 

 
 

。
て
の
 
存
 

 
 

神
と
世
界
 

 
 

世
界
に
超
 

 
 

知
 全
能
 

 
 

自
足
的
で
 

 
 

0
 世
に
お
 

ア
 。
ハ
ー
テ
イ
ン
 

ュ
 

 
 

、
ホ
ワ
 イ
 

 
 

独
裁
的
な
 

神
と
い
う
形
姿
で
現
わ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

直
に
な
 

 
 

、
 神
の
超
 

 
 

思
わ
れ
 

 
 

か
ら
神
に
 

 
 

と
 死
か
ら
  

 

間
の
姿
に
 

 
 

 
 

 
 

て
 Ⅱ
こ
う
 

9
 
め
 

 
 
 
 

 
 

る
こ
と
 

 
 

 
 

教
的
表
 

 
 

な
く
 へ
｜
 

 
 

お
い
て
 決
 

 
 

で
は
な
 

 
 

宗
教
的
に
 

 
 

他
の
矛
盾
 

 
 

止
揚
し
て
 

 
 

｜
 ゲ
ル
は
 

 
 

の
 啓
示
 と
 

み
な
し
て
い
る
。
 

 
 

学
的
に
 

 
 

自
足
す
る
 

 
 

に
も
か
か
 

 
 

撫
 す
る
 有
 

 
 

、
そ
こ
に
 

 
 

し
て
も
、
 

 
 

射
精
神
 

 
 

同
一
性
が
 

 
 

立
 す
る
も
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と
 人
間
と
 

 
 

し
 
う
し
た
 

 
 

る
こ
と
を
 

 
 

し
か
も
、
 

 
 

た
ん
に
 
一
 

 
 

、
す
べ
て
 

 
 

と
し
て
 考
 

え
ら
れ
る
。
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